
熱気と雪が
まつりを染める
刈和野の大綱引き・前哨戦の「押し合い」（2月10日）

2 0 1 3

3
vol . 1 9 0広

報
だ
い
せ
ん

び よ      りおおきなせなかに — 夢を乗せ未
あ

来
す

に羽ばたく元気なまち



vol.190
2013_3月号

【今号の表紙】

市の動き
大仙市給食センターの安全対策をより一層強化、
「だいせん日和」７年連続で全国へ推薦、大仙市
観光物産協会設立・まちの魅力を一体的にピー
アール

004

「五穀豊穣」祈りを込めて
フォトスケッチ
―だいせんの冬まつり・小正月行事ー

002 ４月７日（日）投開票
秋田県知事選挙・大仙市長選挙

010

市役所からのお知らせ１
大仙市就学援助制度、大仙市奨学生募集
「冬の節電アクション」結果報告
災害廃棄物受け入れに関する測定結果

006

健康通信
接種漏れはありませんか？「こども予防接種
週間」、インフルエンザ流行警報

032

013

いきいき広場
花子さん・さくらさん親子の安心生活
「慣れない介護生活に疲れた花子さん、

たんぽぽの会に参加する」
介護保険事務所からのお知らせ

031

健康の達人
藤本医院　藤本博道 院長
「温泉・入浴・運動のすすめと注意」

028

市役所からのお知らせ２
雄物川取水施設管理棟臨時職員募集、LED照明
購入費補助金３月29日申請締め切り、市立大
曲病院看護師募集、大曲庁舎の窓口業務時間を
延長、子ども読書支援サポーター募集　ほか

008

引き合いの前哨戦。上・下両町そ
れぞれの若衆が「ジョヤサ」の掛
け声とともに押し合いを行う。
激しくぶつかり合う体と体。熱
気とともに立ち昇る湯気と、空
から舞う雪がまつりの会場を白
く染めた。

消費生活相談室からのお知らせ
悪質商法の被害や多重債務など、消費に関
するトラブルは「消費生活相談室」へ

012
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 笑顔広がる、話
わ

と和
わ

の輪
わ

 
特 集

Photo Sketch in Daisen  - Winter festival 2013 -

1刈和野の大綱引き（２月10日・西仙北）
2川を渡るぼんでん（２月11日・大曲）
3大曲の綱引き・鳥子舞（２月15日・大曲）
4太田の火まつり（２月16日・太田）
5払田柵の冬まつり（２月16日・仙北）

4 

5

2 

1 

3 

　見渡す限りの景色が白銀に包まれる冬の大仙では、２月になると、小正月に
ちなんだ昔ながらの行事が行われます。それらは地域住民の皆さんによって
誇るべき伝統文化として大切に受け継がれているもの。住民同士が交流を深
め合いながら、ふるさとの良さを確かめ合う、地域融和の象徴です。
　小正月行事には、五穀豊穣や商売繁盛、家内安全への祈りの気持ちが込めら
れています。それは、これから続く一年が幸せなものであってほしいという、
すべてのひとに共通する思いです。
　綱に、ぼんでんに、紙風船に託したみんなの願いが叶いますように̶。

だいせんの冬まつり・小正月行事

「五穀豊穣」祈りを込めて

【問い合わせ】星耕硝子（工房２階はギャラリー）
 豊川喜内野 527
 ☎ 0187-52-7877    携帯 090-7079-8129
 URL  http://www15.plala.or.jp/seiko-glass/
 Blog  http://seikoglass.exblog.jp/

淡いグリーンの丸
ロックグラス（写真
右）とモールワイン
グラス。光が通る
ときれいな影が映
り、美しい姿を見
せてくれます。
個展や展示会を
県内ほか、東北、関
東、関西で展開し
ています。

発行号、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号と必ず
4 4

広報紙の感想な
どを記入の上、プレゼント係までお送りください。
応募者多数の場合は抽選を行います。当選者の発表は商品の発送をもっ
て代えさせていただきます。

〒014-8601  だいせん日和プレゼント係
ファクス ／  0187−63−1119
Ｅメール ／  kouhou@city.daisen.akita.jp
※Ｅメールの場合は件名に「読者プレゼント」と記入ください。

応 募 方 法 宛 先

レプ ゼ トン
読者

締め切り日 ３月31日（消印有効）

やさしく滑らかな手触りとどこかアンティークな表情が魅力。作り手の温もりが伝わるガラス作品

星
せ い

耕
こ う

硝
が ら す

子の「丸ロックグラス」
「モールワイングラス」

星耕硝子の「丸ロックグラス」と「モールワイングラス」を
それぞれ１人、合計２人の方にプレゼントします。

　伊藤嘉輝さん（ガラス作家）・亜紀さん夫婦で営む星耕硝子。以前
は嘉輝さんの出身地・岩手県花巻市に工房を構えていましたが、
10年前に中仙の豊川に移転し、制作しています。素材はリサイク
ルガラスと工芸用ガラス。ガラス生地に入った気泡やひずみなど
の模様が見せる表情、手触りのやわらかさが作品の特徴です。
　また、厚さや形が微妙に異なり、一つ一つに個性がある手作り
ならではの逸品です。日常で使えるコップや小鉢などの日用雑
器が中心。「入れるものがメーンになるような器であるように。
普段使いたくなるようなものを目指しています」と亜紀さん。シ
ンプルだからこそ毎日使っていても飽きさせない器。手に取っ
たあなたにもきっと作り手の優しさが伝わるはずです。

３月１日は「秋田県みんなのいのちの日」
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1
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3
平
成
25
年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

「
だ
い
せ
ん
日
和
」が
県
代
表
に
決
定

７
年
連
続
で
全
国
へ
推
薦

Public relations

Safety  measures

大
仙
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

市
内
の
全
給
食
提
供
施
設
の
衛
生
管
理
を
見
直
し

安
全
対
策
を
よ
り
一
層
強
化

平
成
25
年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
へ

の
県
推
薦
作
品
の
審
査
が
行
わ

れ
、広
報
紙
の
部
と
写
真
の
部
で「
だ
い
せ

ん
日
和
」
が
県
代
表
と
し
て
全
国
へ
の
推

薦
を
受
け
ま
し
た
。

　

昨
年
の
大
曲
の
花
火
を
特
集
し
た
平
成

24
年
10
月
号
が「
広
報
紙
の
部
」で
、
同
大

会
の
大
会
提
供
花
火
と
そ
れ
を
見
上
げ
る

観
客
を
魚
眼
レ
ン
ズ
で
撮
影
し
、
特
集
タ

イ
ト
ル「
心
ひ
と
つ
に
、見
上
げ
る
夜
空
」を

表
現
し
た
、同
号
16
・
17
ペ
ー
ジ
の
写
真
が

「
写
真
の
部
」で
、そ
れ
ぞ
れ
県
代
表
と
し
て

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
さ
れ
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
の
広
報
活
動
向
上
の
た

め
、
昭
和
39
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
全

国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
。当
市
の
広
報
紙
は

平
成
19
年
か
ら
県
代
表
と
し
て
７
年
連
続

で
推
薦
を
受
け
て
い
る
ほ
か
、
写
真
の
部

で
も
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
。昨
年
は
、広
報

紙
、一
枚
写
真
で
初
の
ダ
ブ
ル
入
賞
、一
枚

写
真
に
つ
い
て
は
、
最
高
位
と
な
る
総
務

大
臣
賞（
特
選
）を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
だ
い
せ
ん
日
和
」の
主
役
は
、
ま
ち
の

主
人
公
で
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
。皆
さ
ん

の
頑
張
り
や
輝
き
、
一
人
一
人
の
ご
理
解

と
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
入
賞
で
す
。

　

広
報
紙
は「
住
民
と
行
政
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
の
場
」で
あ
る
こ
と
、皆
さ
ん
に「
伝

え
る
」
と
い
う
広
報
担
当
の
役
割
を
肝
に

銘
じ
、
こ
れ
か
ら
も
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る

広
報
紙
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

中
仙
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
同
地
域

の
６
小
・
中
学
校
に
提
供
し
た
給

食
が
原
因
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
集
団

食
中
毒
に
関
し
、
皆
さ
ま
に
多
大
な
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
と
市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
回
の
問

題
を
踏
ま
え
、感
染
拡
大
防
止
に
全
力
を
あ

げ
、保
健
所
の
指
導
の
も
と
同
セ
ン
タ
ー
の

全
館
消
毒
と
、市
内
の
全
給
食
セ
ン
タ
ー
の

衛
生
管
理
体
制
の
見
直
し
を
実
施
。感
染
症

予
防
対
策
を
よ
り
一
層
強
化
し
て
い
ま
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
順
守

す
る
だ
け
で
な
く
、
職
員
一
人
一
人
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
高
い
意
識
を
も
ち
、安
全
安
心

で
お
い
し
い
給
食
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

全
給
食
セ
ン
タ
ー
で
強
化
し
た
安
全
対
策

○
感
染
症
流
行
期
の
10
月
か
ら
３
月
ま

で
、
月
２
回
の
定
期
検
便
の
う
ち
１
回

に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
項
目
を
追
加

○
調
理
時
の
順
守
事
項
の
徹
底
（
服
装
、

手
袋
の
着
用
、専
用
ト
イ
レ
の
利
用
等
）

○
衛
生
管
理
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用

○
安
全
対
策
講
習
会
等
の
実
施
、
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
完
全
実
施

○
感
染
症
流
行
期
の
献
立
の
再
検
討

○
給
食
セ
ン
タ
ー
内
の
作
業
動
線
の
見
直
し

○
ト
イ
レ
後
や
食
事
前
の
手
洗
い
の
徹
底

（
給
食
セ
ン
タ
ー
職
員
、児
童
生
徒
、教
職
員
）

※
ご
家
庭
で
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
仙
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
強
化
し
た

安
全
対
策

○
給
食
セ
ン
タ
ー
全
館
消
毒

○
使
い
捨
て
食
器
の
使
用（
高
校
入
試
時
ま
で
）

○
食
器
等
の
消
毒
・
洗
浄
を
複
数
体
制
で

実
施
、給
食
配
送
車
の
消
毒

○
職
員
の
１
週
間
ご
と
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

検
便
検
査
の
実
施（
３
月
末
ま
で
）

︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

教
育
総
務
課

 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

 

内
線
３
３
１

全国コンクール「写真の部」に推薦される平成
24年10月号の写真。審査員からは「花火と特集
テーマの『つながり』が一致している」などの評
価をいただきました。このほか、同号が「広報紙
の部」で全国へ推薦されました。

大
仙
市
と
し
て
、
官
民
一
体
と
な
り
観

光
事
業
を
推
進
し
よ
う
と
市
内
の
観

光
協
会
等
を
一
本
化
し
「
大
仙
市
観
光
物
産

協
会
」を
設
立
。そ
の
設
立
調
印
式
が
２
月

21
日
に
行
わ
れ
、
４
月
か
ら
活
動
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　

８
市
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
大
仙

市
に
は
、
有
形
・
無
形
の
豊
富
な
観
光
資
源

が
存
在
し
ま
す
。し
か
し
、
そ
れ
ら
資
源
が

点
在
し
て
い
る
こ
と
や
観
光
案
内
が
十
分

と
は
い
え
な
い
こ
と
か
ら
、
観
光
客
の
増
加

や
滞
在
型
の
観
光
誘
客
に
結
び
つ
い
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

ま
た
、
一
つ
一
つ
の
観
光
資
源
の
磨
き
あ

げ
を
は
じ
め
、
新
た
な
輝
き
に
な
り
得
る
ま

ち
の
魅
力
の
掘
り
起
こ
し
、
観
光
資
源
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や
ピ
ー
ア
ー
ル
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
市
内
で
活
動

し
て
い
る
観
光
協
会
等
で
組
織
す
る
「
大
仙

市
観
光
物
産
協
会
設
立
推
進
協
議
会（
小
松

忠
信
会
長
）」
を
昨
年
９
月
に
立
ち
上
げ
、
課

題
解
決
の
方
策
と
市
内
の
観
光
協
会
の
一

本
化
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
同
協
会
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
観
光

地
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、

観
光
資
源
の
一
体
的
な
宣
伝
・
活
用
や
再
発

掘
、
物
産
販
売
の
強
化
、
特
産
品
の
商
品
化

な
ど
を
行
い
な
が
ら
交
流
人
口
の
増
加
と

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

大
仙
市
観
光
物
産
協
会
の
概
要

設
立
の
目
的
／

○
大
仙
市
と
し
て
、
よ
り
一
体
性
の
あ
る
効

果
的
な
観
光
事
業
の
推
進
を
図
る（
大
仙
市

の
自
然
、景
観
、文
化
・
歴
史
等
の
観
光
資
源
の
活

用
、観
光
物
産
の
開
発
宣
伝
な
ど
）

○
大
仙
市
の
魅
力
を
高
め
、
国
内
外
の
方
々

と
の
交
流
を
促
進
。地
域
文
化
の
維
持
発

展
と
地
域
経
済
の
振
興
を
図
る

主
な
事
業
／

 

観
光
に
関
す
る
行
事
の
企
画・実
施
や
情
報

の
収
集
と
発
信
、観
光
客
の
誘
致
促
進
、観

光
商
品
や
特
産
品
の
開
発
・
宣
伝
・
販
売
に

対
す
る
支
援
、観
光
ガ
イ
ド
の
人
材
育
成
や

活
用
、観
光
事
業
や
観
光
資
源
の
調
査
研

究
、観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
刊
行 

な
ど

観光資源が豊富な私たちの大仙市
新たな「大仙市観光物産協会」を中心に

〝オール大仙〟でまちの魅力をさらに高めていきます

Tourism product

「
大
仙
市
観
光
物
産
協
会
」設
立

大
仙
市
の
豊
か
な
観
光
資
源
・
物
産
の
振
興
を
図
る

ま
ち
の
魅
力
を
一体
的
に
ピ
ー
ア
ー
ル

一緒に大仙市の魅力を発信しましょう
　大仙市観光物産協会では、設立に伴い
会員を募集しています。市の観光資源や特
産品の開発・宣伝などをとおして大仙市の
素晴らしさを発信しませんか。関心のある
方は、お気軽に問い合わせください。
◆年会費／【個人会員】2,000円
  　  【団体会員】5,000円（一口）

【問い合わせ】
 各支所市民サービス課、各地域観光協会
 大仙市観光物産協会（商工観光課内）
 ☎0187-63-1111 内線249

２月21日に行われた、大仙市観光物産協会設
立調印式。同協会設立協議会の小松会長は「ま
ちの魅力である観光資源の活用、観光物産の開
発・宣伝などを行い、地域の方々が誇りと愛着
をもつことができる活力に満ちた地域社会を
実現したい」と抱負を述べました。
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市
で
は
、
各
種
制
度
を
設

け
、
未
来
の
大
仙
市
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

学
習
費
用
を
援
助

大
仙
市
就
学
援
助
制
度

　

経
済
的
な
理
由
で
困
っ
て
い

る
小
・
中
学
生
の
保
護
者
に
、子

ど
も
の
学
用
品
費
等
を
援
助
し

て
い
ま
す
。

　

制
度
の
詳
細
は
、学
校
を
通
じ

て
通
知
し
ま
す
。援
助
を
希
望
す

る
方
は
、教
育
指
導
課
ま
た
は
子

ど
も
が
通
学
し
て
い
る
学
校
に

相
談
く
だ
さ
い
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

教
育
指
導
課

 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

 

内
線
３
４
７

大
仙
市
奨
学
生
募
集

◆
応
募
資
格
／

①
親
権
者
が
大
仙
市
に
居
住
し

て
い
る
こ
と

②
平
成
25
年
４
月
に
高
校
・
専
門

学
校
・
短
期
大
学
・
大
学
に
在

学
し
て
い
る
こ
と

③
他
の
団
体
な
ど
か
ら
学
資
の

給
付
や
貸
与
を
受
け
て
い
な

い
こ
と

◆
貸
付
額
お
よ
び
定
員
／

︻
奨
学
金
︼

 

高
校
生
／
月
額
２
万
円
、10
人

以
内

 

専
門
学
校・短
大・大
学
生
／

 

月
額
４
万
円
、20
人
以
内

︻
特
別
奨
学
金
︼

 

高
校
生
／
５
万
円
、５
人
以
内

 

専
門
学
校・短
大・大
学
生
／

 
10
万
円
、10
人
以
内

※
入
学
月
の
基
本
月
額
に
加
算

◆
願
書
受
付
期
間
／

 

４
月
１
日（
月
）か
ら
30
日（
火
）

ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

 

（
土・日
、祝
日
を
除
く
。郵
送
可
）

※
郵
送
の
場
合
は
４
月
30
日
必
着

◆
願
書・募
集
要
項
／

 

教
育
総
務
課
、各
地
域（
大
曲
を

除
く
）の
公
民
館
に
用
意
し
て

い
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ・願
書
提
出
︼

 

大
仙
市
教
育
委
員
会

 

教
育
総
務
課

 

内
線
３
３
３
・３
３
４

 

〒
０
１
４
―
０
０
６
２

 

大
曲
上
栄
町
２
―
16

教育支援制度を活用ください
大仙市就学援助制度、大仙市奨学生募集

１月19日から２月18日までの
災害廃棄物受け入れに関する
測定結果をお知らせします

【問い合わせ】
 環境交通安全課 ☎0187-63-1111 内線275
 大仙美郷環境事業組合 ☎0187-62-1749

岩手県宮古市からの災害廃棄物受け入れに関
する各種測定結果をお知らせします。すべて

の項目で基準を大きく下回り、これまで観測されて
いるレベルと同程度の結果となりました。
　なお、測定結果は、市ホームページ（http://www.city.

daisen.akita.jp/）と大仙美郷環境事業組合のホームペ
ージ（http://www.dmkjk.jp/）に随時掲載しています。

▶放射性セシウム濃度測定 ※かっこ内は検出下限値（測定を行った際に検出できる最小値）

セシウム 134 セシウム 137 合計値 秋田県ガイドライン目安値
主灰（燃え殻） 不検出（25） 不検出（25） 不検出

8,000を超えないこと
飛灰固化物（ばいじん） 不検出（25） 不検出～ 29（25） 不検出～ 29

（１）簡易測定（ヨウ化ナトリウムシンチレーションスペクトロメータ） 単位：Bq／ kg

※測定機関／株式会社秋田県分析化学センター

（２）精密測定（ゲルマニウム半導体検出器）　※１月 23 日・28 日・２月４日、12 日に試料採取 単位：Bq／ kg
セシウム 134 セシウム 137 合計値 秋田県ガイドライン目安値

主灰 不検出（8.8 ～ 14） 不検出（6.6 ～ 12） 不検出
8,000を超えないこと

飛灰固化物 不検出（9.4 ～ 17） 不検出～ 13（8.6 ～ 16） 不検出～ 13
※測定機関／株式会社秋田県分析化学センター（１月23日）、株式会社理研分析センター（１月28日、２月４日・12日）

※測定機関／株式会社秋田県分析化学センター

セシウム 134 セシウム 137 合計値 秋田県ガイドライン目安値
不検出（0.59） 不検出（0.45） 不検出 （セシウム134 の値 ÷20）+（セシウム 137 の値 ÷30）の値が１以下

単位：Bq／m3（３）排ガス中の放射性セシウム濃度（１月 23 日に試料採取）

セシウム 134 セシウム 137 合計値 秋田県ガイドライン目安値
不検出（0.24 ～ 0.33）不検出（0.31 ～ 0.34） 不検出 （セシウム134 の値 ÷60）+（セシウム 137 の値 ÷90）の値が１以下

※測定機関／株式会社秋田県分析化学センター

単位：Bq／ℓ（４）一般廃棄物最終処分場周辺地下水および防災調整池放流水の放射性セシウム濃度（１月 23 日に試料採取）

※測定機関／秋田県環境整備課
▶ 大仙美郷クリーンセンターおよび最終処分場敷地境界の空間放射線量率

敷地境界 バックグラウンド 秋田県の通常レベル
0.03 ～ 0.04 0.03 ～ 0.04 0.03～ 0.09

（１）大仙美郷クリーンセンター 単位：μSv／ h
敷地境界 バックグラウンド 秋田県の通常レベル
0.01 ～ 0.03 0.02 ～ 0.04 0.03～ 0.09

（２）一般廃棄物最終処分場 単位：μSv／ h

※焼却灰搬出車両の空間放射線量率は0.03～0.05μSv／h、大仙美郷クリーンセンターおよび最終処分場施設内の
空間放射線量率はそれぞれ0.05～0.06μSv／h、0.03～0.06μSv／hであり、秋田県の通常レベル範囲内でした。

▶ 搬出時（宮古市）での測定結果
※測定機関／エヌエス環境株式会社

※バックグラウンド＝測定対象の影響を受けない十分に離れた地点

破砕・選別エリア バックグラウンド 秋田県の通常レベル
0.03 ～ 0.05 0.05 ～ 0.06 0.03～ 0.09

（１）破砕・選別エリアの空間放射線量率 単位：μSv／ h

※遮蔽線量率＝自然界にある放射線の影響を受けにくい鉛の箱の中で測定した放射線量率

災害廃棄物（Ａ） バックグラウンド（Ｂ） （Ａ）から（Ｂ）を差し引いた値 秋田県ガイドライン目安値
0.036 ～ 0.041 0.035 ～ 0.038 0.000 ～ 0.004 （Ａ）-（Ｂ）が 0.01 を超えないこと

（３）災害廃棄物の遮
しゃ

蔽
へい

線量率 単位：μSv／ h

※かっこ内は検出下限値（測定を行った際に検出できる最小値）

セシウム 134 セシウム 137 合計値 秋田県ガイドライン目安値
不検出（2.7） 不検出（3.0） 不検出 100 を超えないこと

（４）破砕・選別後の災害廃棄物の放射性セシウム濃度（１月 21 日に試料採取） 単位：Bq／ kg

運搬車両 バックグラウンド
0.04 ～ 0.05 0.05 ～ 0.06

（２）運搬車両の空間放射線量率 単位：μSv／ h

※国土交通省港湾局の目安値＝バックグラウンド放射線量率の３倍以内

たくさんの参加ありがとうございました
冬の節電アクション

【問い合わせ】
 環境交通安全課
  ☎ 0187-63-1111内線 277

市では、子どもたち
の〝学び〟を積極的
に支援します。
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取り組みにより削減が見込まれる電気使用量
  約 53,000kWh ☞ 一般家庭約 5,700 世帯が１日に使用する電気量に相当

参加人数・世帯／ 21,969 人・6,189 世帯
　　　　　　　　【一　般】  　 393 人・    109 世帯
　　　　　　　　【小学校】10,224 人・2,837 世帯
　　　　　　　　【中学校】    6,061 人・1,789 世帯
　　　　　　　　【高　校】    5,291 人・1,454 世帯
参加事業所数／ 201事業所
（電気使用のピークをカットする項目に取り組んでいただきました）

【参加事業所の声】
○全員が厚着をし、デスク近くに小さめの暖房器具を設置する
ことで、店舗全体の暖房の温度を控えめにしています。

（大曲ドーム）
○エアコンと暖房機器のフィルターを掃除しました。
 また、蛍光灯を拭くことで、間引きをしても問題のない明るさ
を保っているほか、点灯時間の長い部屋から順次LED照明に切
り替えています。　　　　　　　　　         （東電化工業株式会社）

DATA 冬の節電集計結果（平成24年12月26日から25年１月14日まで） 生
活
の
中
で
節
電
や
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
む

「
冬
の
節
電
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

昨
年
12
月
26
日
か
ら
１
月
14

日
ま
で
一
般
世
帯
や
市
内
の
全

小
・
中
学
校
、高
校
、事
業
所
を

対
象
に
実
施
。２
万
１
９
６
９

人
、
２
０
１
事
業
所
に
参
加
い

た
だ
き
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
で

節
電
の
実
施
日
を
決
め
、
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
に
よ
り
、
全
体
で

約
５
万
３
０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト

時
（
一
般
家
庭
約
５
７
０
０
世
帯
の

１
日
の
電
気
使
用
量
に
相
当
）の
節

電
が
見
込
ま
れ
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
も
体
調
に
十
分
留
意
し

な
が
ら
、
無
理
の
な
い
範
囲
で

節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。



小
規
模
修
繕
等
契
約
希

望
者
の
登
録
申
請
受
付

　

新
た
に
申
請
す
る
方
と
登
録

更
新
す
る
方
で
提
出
書
類
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
申
請
要
領
を

確
認
く
だ
さ
い
。

※
申
請
要
領
・
様
式
は
、市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

ほ
か
、
申
請
場
所
に
も
用
意
し
て

い
ま
す
。

◆
対
象
事
業
者
／

 

市
内
に
主
た
る
事
務
所
を
置

く
法
人
ま
た
は
市
に
住
民
登

録
し
て
い
る
個
人
で
、
市
の
等

級
格
付
名
簿
に
登
載
さ
れ
て

い
な
い
事
業
者

◆
登
録
で
き
る

 

修
繕
等
の
種
類
／

 

１
事
業
者
に
つ
き
最
大
５
工

種（
自
ら
施
工
で
き
る
工
種
）

◆
有
効
期
間
／
平
成
25
年
４
月

１
日
か
ら
27
年
３
月
31
日
ま
で

◆
提
出
書
類
／
共
通
書
類
と
申

請
区
分
に
応
じ
た
書
類
を
合

わ
せ
て
提
出

︻
共
通
提
出
書
類
︼

①
大
仙
市
小
規
模
修
繕
等
契
約

希
望
者
登
録
申
請
書

②
大
仙
市
税
の
納
税
証
明
書（
完

納
を
証
明
す
る
滞
納
な
し
証
明
書
）

※
こ
の
ほ
か
、
建
設
業
許
可
を
取
得

し
て
い
る
方
は
許
可
証
の
写
し
、

建
設
業
法
の
規
定
に
よ
り
経
営
事

項
審
査
を
受
け
て
い
る
方
は
総
合

評
定
値
通
知
書
の
写
し
を
提
出

︻
新
た
に
申
請
す
る
方
の
み
︼

○
法
人
の
場
合
は
商
業
登
記
簿

謄
本
、
個
人
の
場
合
は
住
民

票
を
提
出（
発
行
日
か
ら
３
カ
月

以
内
の
も
の
）

○
希
望
す
る
工
種
を
履
行
す
る

た
め
に
必
要
な
資
格
証
、
許

可
証
等
の
写
し

︻
登
録
更
新
す
る
方
の
み
︼

※
登
録
更
新
の
際
に
新
た
な
登
録
希

望
工
種
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
工

種
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な
資

格
、許
可
等
の
写
し
を
添
付

※
登
録
希
望
工
種
に
変
更
が
な
い
場

合
で
も
、
前
回
申
請
時
に
提
出
さ

れ
た
許
可
書
等
の
更
新
ま
た
は
追

加
等
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
書
類

の
写
し
を
添
付

◆
申
請
期
間
／
３
月
４
日
（
月
）

か
ら
15
日（
金
）ま
で

 

（
土・日
を
除
く
）

◆
申
請
時
間
／
午
前
９
時
〜
正

午
、午
後
１
時
〜
５
時

◆
申
請
場
所
／
契
約
検
査
課
、

各
支
所
農
林
建
設
課

※
記
載
内
容
を
説
明
で
き
る
方
が
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

契
約
検
査
課

 

内
線
２
６
５
・２
６
６
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大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
土地区画整理事務所
 ☎ 0187-63-0542 
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

住民異動の多い３月末
から４月上旬は、各種
届け出窓口が混み合い
ます。
手続き等が必要な方は
ゆとりをもってお早め
にお越しください。

Information

臨時職員募集

受講者募集

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
購
入
費
補
助
金

申
請
期
限
は
３
月
29
日

　

今
年
度
実
施
し
て
い
る
「
家

庭
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
購
入
補
助
事

業
」
が
３
月
で
終
了
し
ま
す
。お

早
め
に
申
請
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
平
成
24
年
４
月
１
日

以
降
、
居
住
住
宅
用
と
し
て

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
ま
た
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
器
具
を
市
内
の
家
電
店

等
で
購
入
し
た
方

◆
申
請
者
／
市
に
住
民
登
録
し

て
い
る
世
帯
の
代
表
者（
世
帯

主
以
外
で
も
可
）

※
申
請
は
一
世
帯
１
回
の
み
。平
成

23
年
度
に
助
成
を
受
け
た
場
合
、

24
年
度
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

◆
持
参
す
る
も
の
／
領
収
書
ま

た
は
レ
シ
ー
ト
の
原
本
（
メ

ー
カ
ー
・
品
番
・
単
価
が
分
か
る
も

の
）、申
請
者
名
義
の
通
帳
、身

分
証
明
証（
運
転
免
許
証
等
）

◆
申
請
期
限
／
３
月
29
日（
金
）

︻
問
い
合
わ
せ・申
請
︼

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

環
境
交
通
安
全
課

 

内
線
２
７
７

雄
物
川
取
水
施
設
管
理
棟

臨
時
職
員
募
集

　

詳
細
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

求
人
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
資
格
／
高
校
を
卒
業
し

て
い
る
市
内
在
住
の
方
（
普
通

自
動
車
免
許
が
必
要
）

◆
募
集
人
員
／
１
人

※
申
込
者
が
20
人
に
な
り
次
第
締
め
切
り

◆
勤
務
場
所
／
雄
物
川
取
水
施

設
管
理
棟（
大
曲
西
根
瀬
下
）

◆
雇
用
期
間
／
４
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
（
半
年
ご
と
の

契
約
更
新
あ
り
）

◆
申
し
込
み
方
法
／
写
真
を
貼

っ
た
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
状
、平
成
23
年
分
の

納
税
証
明
書
を
提
出（
郵
送
可
）

◆
申
込
期
限
／
３
月
７
日（
木
）

※
必
着

︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
曲

 

☎
０
１
８
７（
63
）０
３
３
５

︻
申
し
込
み
︼ 

 

〒
０
１
４
―
８
６
０
１

 

大
仙
市
水
道
局
上
水
道
課

 

内
線
１
２
１

子
ど
も
読
書

支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　

市
内
の
小
・
中
学
校
と
連
携

し
て
図
書
室
の
整
備
と
読
書
活

動
の
支
援
を
行
う
「
子
ど
も
読

書
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集

し
ま
す
。

　

選
考
は
書
類
審
査
の
上
、
面

接
で
行
い
ま
す
。詳
細
は
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
の
求
人
情
報
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◆
応
募
資
格
／
司
書
資
格
が
あ

る
方（
取
得
見
込
み
可
）

◆
募
集
人
員
／
２
人

◆
雇
用
期
間
／
４
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で

◆
勤
務
時
間
／
月
曜
か
ら
金
曜

ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
賃
金
／
時
給
７
４
０
円

◆
申
し
込
み
方
法
／
写
真
を
貼

っ
た
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
状
を
提
出（
郵
送
可
）

◆
申
込
期
限
／
３
月
８
日
（
金
）

※
必
着

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼

 

大
曲
図
書
館

 

☎
０
１
８
７（
62
）１
０
１
２

 

〒
０
１
４
―
０
０
６
２

 

大
曲
上
栄
町
２
―
16

必
ず
装
着
し
ま
し
ょ
う

犬
の
鑑
札

　

最
近
、
迷
い
犬
を
保
護
し
た

と
い
う
連
絡
が
あ
っ
て
も
鑑
札

と
注
射
済
票
を
着
け
て
い
な
い

た
め
飼
い
主
が
分
か
ら
な
い
ケ

ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

鑑
札
は
、
犬
の
身
元
を
証
明

す
る
唯
一
の
証
拠
で
す
。万
が

一
犬
が
逃
げ
た
場
合
、
捜
索
す

る
手
掛
か
り
と
な
り
ま
す
。大

切
な
飼
い
犬
を
守
る
た
め
必
ず

鑑
札
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

環
境
交
通
安
全
課

 

内
線
２
７
７

大
曲
都
市
計
画
の
変
更

︵
案
︶の
縦
覧
を
行
い
ま
す

　

都
市
計
画
公
園
中
央
公
園
の

変
更
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
都
市
計
画
の
変

更
案
に
つ
い
て
、縦
覧
最
終
日
ま

で
に
市
長
に
対
し
て
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
縦
覧
期
間
／
３
月
15
日
（
金
）

ま
で（
土・日
を
除
く
）

◆
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

◆
会
場
／
都
市
管
理
課

 

（
大
曲
南
庁
舎
２
階
）

◆
内
容
／
都
市
計
画
公
園
中
央

公
園
区
域
の
一
部
変
更

︻
問
い
合
わ
せ・意
見
書
提
出
︼

 

都
市
管
理
課

 

☎
０
１
８
７（
66
）４
９
０
８

桜守プロジェクト
サクラの手入れに
関する講習会

　樹木医によるサクラの手入れ方法
の講習やボランティア活動の紹介、
サクラの手入れの実技を行います。
◆対象／サクラの保全活動に関心の
ある方
◆日時／３月23日（土）

午前９時～11時
◆会場／大曲農業高校敷地内
◆定員／20人
◆申込期限／３月15日（金）

【問い合わせ・申し込み】
 総合政策課 内線236

　

市
立
大
曲
病
院
に
勤
務
す
る

看
護
師
を
募
集
し
ま
す
。選
考

は
筆
記
試
験（
小
論
文
）と
面
接

で
行
い
ま
す
。

◆
受
験
資
格
／
昭
和
48
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で

看
護
師
資
格
が
あ
る
方（
採
用

時
ま
で
の
取
得
見
込
み
可
）

◆
募
集
人
員
／
若
干
名

◆
申
込
書
請
求
／

 

市
役
所
総
務
課
と
市
立
大
曲

病
院
で
申
込
書
を
交
付
す

る
ほ
か
、
郵
便
請
求
も
で
き

ま
す
。郵
便
請
求
の
場
合
は
、

封
筒
の
表
に「
職
員（
看
護
師
）

採
用
試
験
」と
朱
書
き
の
上
、

１
２
０
円
切
手
を
貼
り
、
郵

便
番
号
と
宛
先
を
明
記
し
た

返
信
用
封
筒
（
角
２
型
）
を
必

ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
曲

の
窓
口
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

◆
申
込
期
間
／
４
月
５
日
（
金
）

ま
で
の
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

 
（
土・日
、祝
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

◆
試
験
日
時
／
４
月
12
日（
金
）

︻
筆
記
︼午
前
10
時
〜

︻
面
接
︼午
後
１
時
〜

◆
試
験
会
場
／
市
立
大
曲
病
院

２
階
会
議
室

◆
合
格
発
表
／
４
月
26
日（
金
）

※
大
曲
庁
舎
掲
示
板
と
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
合
格
者
の
受
験
番
号
を
掲

示
し
ま
す
。

◆
採
用
予
定
日
／
６
月
１
日（
土
）

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼　

 

〒
０
１
４
―
８
６
０
１

 

大
仙
市
役
所
総
務
課

 

内
線
２
０
６

市
立
大
曲
病
院
看
護
師
募
集

職員募集

臨時職員募集

出
前
講
座

パ
ソ
コ
ン
教
室

　

今
年
度
最
後
の
出
前
講
座
パ

ソ
コ
ン
教
室
の
受
講
者
を
募
集

し
ま
す
。

　

２
日
間
の
日
程
で
エ
ク
セ
ル

を
使
っ
た
表
計
算
や
グ
ラ
フ
作

成
を
学
び
ま
す
。ぜ
ひ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
18
歳
以
上
で
、
基
本
的

な
文
字
入
力
が
で
き
る
方

◆
期
日
／
３
月
21
日
（
木
）・
22

日（
金
）

◆
時
間
／

 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◆
会
場
／
大
曲
中
央
公
民
館
大

研
修
室

◆
定
員
／
12
人

◆
受
講
料
／
５
０
０
円

 

（
テ
キ
ス
ト
代
）

◆
申
し
込
み
開
始
／
３
月
４
日

（
月
）午
前
９
時
か
ら

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼

 

情
報
シ
ス
テ
ム
課

 

内
線
３
８
５

市立大曲病院

大曲庁舎の窓口業務時間を午後７時まで延長　３月 25 日（月）▶４月５日（金）まで（土・日を除く）
３月末から４月上旬まで、大曲庁舎の住民異動に伴う届け出・交付・申し込みなどの窓口業務時間を午後７時まで延長します。
詳細は、３月号お知らせ版（３月16日発行）に掲載します。◆実施課／市民課、国保年金課、税務課、上水道課、児童家庭課

愛犬に必ず
鑑札を装着
しましょう。
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私の一票  あなたの一票  秋田を支える  この一票
平成25年秋田県知事選挙啓発標語最優秀作品

秋田県知事選挙と大仙市長選挙が同日に行われます
秋田県と大仙市のリーダーを決める大切な選挙、大切な一票

棄権のないよう、必ず投票しましょう

【問い合わせ】
大仙市選挙管理委員会事務局（神岡庁舎内）
☎0187-72-2167　神宮寺蓮沼16-3

秋田県知事選挙・大仙市長選挙

投開票日4月7日 投
票
し
よ
う
！

県 … 秋田県知事選挙 市 … 大仙市長選挙

投
票
し
よ
う
！　
４
月
７
日（
日
）  

秋
田
県
知
事
選
挙・大
仙
市
長
選
挙

◆期日／

◆時間／

◆会場／各投票所
◆持参するもの／投票所入場券

【投票所での代理記載】
 体が不自由なため、字を書くことが困難な方
は投票所で係員にお知らせください。２人の
補助員が付き添い、代筆します。投票の秘密は
厳守します。

　開票は観覧自由です。観覧希望の方は係員の
指示に従ってください。
◆日時／４月７日（日）午後８時30分～
◆会場／大曲体育館
※土足厳禁です。スリッパなどを持参してください。

投票日、開票日は４月７日（日） 
大切な一票、忘れずに投票を

日4月7日
午前7時～午後7時

投票

開票

投・開票日

投票資格がある方には 
投票所入場券が郵送されます
　投票所入場券は３月21日（木）までに各戸へ
郵送します。内容を確認し、投票まで大切に保
管してください。
　万が一、入場券をなくしてしまったり、汚してし
まったりした場合でも投票することができます。
その際は投票所で係員に申し出てください。

◆年齢／平成４年４月８日以前に生まれた方
◆住所／
 平成24年12月20日以前から引き続き市内に居
住し、市の住民基本台帳に登録されている方

 平成24年12月30日以前から引き続き市内に居
住し、市の住民基本台帳に登録されている方

投票所入場券

投票できる方

不在者投票

　次の病院や施設に入院・入所中の方は、施設で
不在者投票ができます。希望する方は、院長や施
設長に申請してください。
◆期間／

◆不在者投票できる市内の施設／仙北組合総合
病院、市立大曲病院、大曲中通病院、花園病院、
県立リハビリテーション・精神医療センター、協
和病院、サングレイス、峰山荘、愛幸園、幸寿園、
ありすの街、柏の郷、こもれびの杜、八乙女荘、真
森苑、桜寿苑、福寿園、テンダーヒルズ、真木苑、
サン・サルビア、なごみのさと、ウォームハート

　出稼ぎや長期出張により、選挙期間中に大仙市に
いない場合、滞在先の市区町村選挙管理委員会で
不在者投票を行うことができます。希望する方は、大
仙市選挙管理委員会に投票用紙の請求手続きが必
要です。手続き後に投票用紙を滞在先へ郵送するこ
とになりますので、お早めに申請してください。

　身体に重度の障がいがあるなどの理由で投票所
に行けない方は、郵便で投票できます。また、自書が
困難な方は、代理記載人を届け出ることにより、代理
記載で投票できます。詳細は問い合わせください。
◆郵便投票の対象／身体障害者手帳、戦傷病者
手帳、介護保険者証のいずれかをお持ちで、下
表に該当する方
◆郵便投票の請求期限／４月３日（水）

投票所に行くのが困難な方は 
不在者投票をご利用ください

病 院・施設での 不 在 者 投 票

滞在先での不在者投票

郵便での不在者投票

県
金 4月6日〜3月22日 土

〜月4月1日 土   6日
市

　投票日に、仕事やレジャーなどのため投票で
きない方は、期日前投票の期間中であれば、どの
投票所でも投票できます。

◆期間／

◆時間／
◆会場／大曲庁舎、神岡福祉センター、西仙北庁
舎、中仙庁舎、協和庁舎、南外庁舎、仙北庁舎、
太田農村環境改善センター
◆持参するもの／投票所入場券

投票日に投票できない方は 
期日前投票にご利用ください

午前8時30分～午後8時

期日前投票

金3月22日 4月6日〜 土
県

月4月1日 〜 土   6日
市

明るい選挙推進協会
イメージキャラクター
めいすいくん

戦病者手帳 障がいの部位 身体障害者手帳
障がいの程度

特別項症～第２項症 両下肢・体幹
１級・２級̶ 移動機能障がい

特別項症～第３項症 心臓・じん臓・呼吸器・
膀胱・直腸・小腸 １級・３級

̶ 免疫の障がい １級～３級
介護保険の要介護度

要介護度５

選挙公報について
　候補者の氏名や経歴、政見などを掲載した選挙公
報を４月５日までに新聞折込と郵送（以前に郵送を希望
した方）で各世帯に配布します。新たに郵送を希望す
る方は、選挙管理委員会事務局にご連絡ください。
　また、市役所各庁舎のほか、
市内の公共施設等に選挙公報
を用意しています。
※無投票の場合は発行されません。

選挙権  政治参加の  第一歩
中学生の部最優秀作品  小川浩生さん（大曲中３年）

捨てないで！あなたの一ぴょう 未来の希望
小学生の部最優秀作品  佐藤明莉さん（大曲小４年）

平成 24 年度大仙市選挙標語優秀作品

県

市



☎
ひとりで悩まず
相談はお早めに

消費生活相談室
からのお知らせ

「

消
費
生
活
相
談
室
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

悪
質
商
法
の
被
害
や
多
重
債
務
な
ど
、消
費
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は

悪質商法や多重債務などに関する相談や悩みは、市消費生活相談室へ ☎0187-63-1136

地域 期日 会場
仙北 ３月  ６日（水） 仙北庁舎１階 相談室
協和 ３月13日（水） 協和庁舎４階 第３小会議室
太田 ３月19日（火） 太田庁舎２階 相談室
南外 ３月27日（水） 南外庁舎２階 第３会議室

３月の「移動相談」開催日程

   

消
費
生
活
相
談
室〝
移
動
相
談
〟

消
費
生
活
相
談
室
で
は
、
被
害
の

未
然
防
止
や
拡
大
防
止
、
問
題

の
早
期
解
決
の
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
の
相
談
に
応
じ
る「
移
動
相
談
」を

開
催
し
て
い
ま
す
。（
大
曲
を
除
く
）

　

お
住
ま
い
の
地
域
以
外
の
会
場
で
も

相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ひ
と
り

で
悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
／
毎
週
水
曜
日

 

（
詳
細
は
左
上
表
参
照
）

※
３
月
20
日
は
祝
日
の
た
め
、19
日（
火
）に
開

催
し
ま
す
。

◆
時
間
／
午
後
１
時
〜
４
時

◆
会
場
／
左
上
表
の
と
お
り

◆
相
談
料
／
無
料

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼

 

消
費
生
活
相
談
室（
大
曲
庁
舎
２
階
）

 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
３
６

消費生活相談室では、悪質商法による被害の未然防止のため、悪質
商法の対処方法や最新情報、被害事例を寸劇で分かりやすく紹介す
る「出前講座」も行っています。
自治会や各種サークル等の団体など、どなたでも結構ですので、お
気軽に申し込みください。
◆申込期限／希望する日の10日前
◆開催料／無料
※講座を行う会場の手配、使用料等は、申し込みされた方で対応く
ださるようお願いします。

問い合わせ・申し込みは、消費生活相談室へ。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話

で
の
ト
ラ
ブ
ル
、
悪
質
商
法
に

よ
る
商
品
の
購
入
や
架
空
請
求
・
振
り

込
め
詐
欺
、多
重
債
務
な
ど
、私
た
ち
の

身
の
回
り
で
は
消
費
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

特
に
最
近
は
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
被
害

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

消
費
生
活
相
談
室
で
は
、
消
費
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
悪
質
商
法
か
ら
身
を

守
る
た
め
の
対
処
方
法
な
ど
最
新
情
報

の
周
知
の
ほ
か
、
悪
質
商
法
の
実
態
と

実
例
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
皆

さ
ん
が
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

消
費
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
悪
質
商

法
な
ど
の
被
害
で
困
っ
て
い
る
方
は
、

消
費
生
活
相
談
室
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。相
談
は
無
料
で
す
。

  

健
康
食
品
の
送
り
つ
け
商
法

　
「
３
カ
月
前
に
注
文
し
て
も
ら
っ
た

健
康
食
品
が
で
き
た
の
で
送
り
ま
す
」

と
い
う
電
話
が
き
て
、
商
品
を
強
引
に

送
り
つ
け
る
手
口
で
す
。ま
た
、突
然
、

何
の
連
絡
も
な
く
健
康
食
品
が
送
ら
れ

て
来
る
手
口
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
場
合
は
、
商
品
が
代
金
引
換
配

達
で
送
ら
れ
て
き
ま
す
。申
し
込
ん
だ

覚
え
が
な
け
れ
ば
、は
っ
き
り
と
断
り
、

商
品
が
届
い
て
も
受
け
取
り
拒
否
を
し

ま
し
ょ
う
。ま
た
、万
が
一
ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ
た
時
の
た
め
に
業
者
の
連
絡
先
を

控
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

  ﹁
海
外
当
選
宝
く
じ
﹂に
ご
注
意

　
「
買
っ
て
も
い
な
い
の
に
、海
外
の
宝

く
じ
に
当
選
し
た
か
の
よ
う
な
郵
便
物

（
封
書
）が
送
ら
れ
て
き
た
」な
ど
の
相
談

が
増
加
し
て
い
ま
す
。こ
の
手
口
は
、賞

金
を
受
け
取
る
た
め
に
申
込
金
な
ど
の

名
目
で
お
金
を
支
払
わ
せ
、
実
際
に
は

賞
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

極
め
て
詐
欺
的
な
手
口
で
す
。

　
決
し
て
申
し
込
ま
ず
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
番
号
や
個
人
情
報
を
業
者
に

教
え
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

事例１事例２

相談員が相談や悩みをお聞
きしアドバイスを行います。
ひとりで悩まず、早めに消
費生活相談室にご連絡くだ
さい。

笑
顔
広
が
る
、話わ

と
和わ

の
輪わ

特
集

私
た
ち
に
は
、
い
の
ち
が
あ
り
ま
す

そ
し
て
、
い
の
ち
と
と
も
に

こ
こ
ろ
を
も
っ
て
い
ま
す

人
は
、
人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で

こ
こ
ろ
を
育
み

手
と
手
を
携
え

人
生
の
歩
み
を
進
め
な
が
ら

い
の
ち
を
育
ん
で
い
き
ま
す

私
た
ち
一
人
一
人
が
こ
の
地
で

健
や
か
に
毎
日
を
暮
ら
せ
る
よ
う
に

そ
し
て
、
笑
顔
の
輪
が
地
域
に
広
が
る
よ
う
に

少
し
立
ち
止
ま
っ
て

こ
こ
ろ
と
い
の
ち
に
つ
い
て

思
い
を
巡
ら
せ
て
み
ま
せ
ん
か

３月１日は
秋田県

みんなのいのちの日

 笑顔広がる、
話と和の輪 
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気軽に
ご相談

ください



社団法人秋田県助産師会 
古田 由美子 さん

大曲乳児保育園園長 
藤井 和美 さん

果
て
し
な
い
旅
を
し
ま
す
。初
め
は

３
億
個
く
ら
い
で
す
が
、
一
生
懸
命

泳
い
で
い
っ
て
、お
母
さ
ん
の
体
の
中

で
１
０
０
個
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、そ
の
中
の
た
っ
た
一つ
が
卵

子
と
出
会
い
ま
す
。皆
さ
ん
は
３
億

の
中
の
１
人
な
ん
だ
よ
」
と
生
命
の

神
秘
に
つ
い
て
語
り
か
け
ま
す
。

　

体
験
学
習
で
は
、
実
物
大
の
胎

児
の
人
形
を
抱
き
、妊
娠
３
カ
月
、

５
カ
月
、７
カ
月
、10
カ
月
と
だ
ん

だ
ん
大
き
く
な
っ
て
い
く
成
長
の

過
程
を
確
か
め
た
後
、
子
宮
に
見

立
て
た
袋
に
胎
児
役
の
児
童
が
入

り
、
出
産
の
様
子
を
実
演
。見
守
る

児
童
か
ら
は「
頑
張
れ
、頑
張
れ
」と

応
援
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。そ

し
て
、「
オ
ギ
ャ
ー
、オ
ギ
ャ
ー
！
」

と
元
気
よ
く
産
声
を
上
げ
て
出
産

が
終
わ
る
と
、児
童
全
員
か
ら
一
斉

に
拍
手
が
送
ら
れ
、
誕
生
の
喜
び

を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

誕
生
日
は「
命
の
記
念
日
」

助
産
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

講
座
の
ま
と
め
で
は
、「
今
日
は

皆
さ
ん
に
覚
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
」と
古
田
さ
ん
。

み
ん
な
で
学
ん
だ

〝
い
の
ち
〞の
始
ま
り

　
「
み
ん
な
に
と
っ
て
一
番
大
切
な

も
の
は
何
で
す
か
」。講
師
の
古
田

由
美
子
さ
ん
（
秋
田
県
助
産
師
会
）
と

後
藤
和
枝
さ
ん（
同
）が
尋
ね
る
と
、

児
童
か
ら
は
「
い
の
ち
！
」
と
元
気

な
声
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。「
そ
れ

で
は
、
今
日
は
一
緒
に
命
の
こ
と
に

つ
い
て
勉
強
し
ま
し
ょ
う
」。

　

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
最
初
に

発
す
る
産
声
の
録
音
を
聞
い
た
り
、

折
り
紙
に
針
の
先
で
開
け
ら
れ
た

小
さ
な
穴
が
受
精
卵
と
同
じ
大
き

さ
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
実
感
し
た
り

し
た
後
、
後
藤
さ
ん
が
男
女
の
体
の

仕
組
み
、
受
精
か
ら
妊
娠
、
出
産
ま

で
の
歩
み
を
や
さ
し
く
説
明
。「
受

精
卵
が
で
き
る
ま
で
は
、
精
子
は

　
「
一
つ
目
は『
皆
さ
ん
は
待
ち
望
ま

れ
て
生
ま
れ
て
き
た
』
と
い
う
こ
と

で
す
。妊
娠
し
た
と
き
か
ら
、ど
ん
な

子
か
な
、
男
の
子
か
な
、
女
の
子
か

な
、
と
お
母
さ
ん
を
は
じ
め
周
り
の

人
は
、お
よ
そ
２
６
６
日
間
、い
ろ
い

ろ
な
思
い
を
巡
ら
せ
ま
す
。そ
う
い

う
ふ
う
に
し
て
、
皆
さ
ん
は
待
ち
望

ま
れ
て
生
ま
れ
て
き
た
ん
だ
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
」。

　
「
２
つ
目
は
『
み
ん
な
は
幸
せ
と

喜
び
を
分
け
与
え
て
い
る
存
在
』だ

と
い
う
こ
と
で
す
。手
を
き
ゅ
っ
と

握
っ
た
り
、首
が
据
わ
っ
た
り
、い
ろ

ん
な
表
情
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
り
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
は
、
周
り

の
人
を
幸
せ
な
気
持
ち
に
し
て
、喜

び
を
分
け
与
え
て
き
ま
し
た
」。

　
「
３
つ
目
は
、
精
子
と
卵
子
の
出

会
い
か
ら
始
ま
っ
て
、さ
ま
ざ
ま
な

奇
跡
の
中
で
、
皆
さ
ん
は『
生
き
る

力
を
も
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
』と
い

う
こ
と
で
す
。自
分
自
身
、
そ
し
て

周
り
の
人
も
大
切
に
し
な
が
ら
、

生
き
る
力
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
く
る

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
毎
日
を
過
ご

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」。

　
「
最
後
に
、生
き
て
い
る
こ
と
は
素

晴
ら
し
い
、『
生
き
て
い
る
だ
け
で

１
０
０
点
満
点
』
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
な
い
で
い
て
く
だ
さ
い
。私
た
ち

助
産
師
は
誕
生
日
の
こ
と
を
『
命
の

記
念
日
』と
呼
ん
で
い
ま
す
。今
日
は

命
の
こ
と
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
勉
強

し
た
の
で
、お
う
ち
に
帰
っ
た
ら
、皆

さ
ん
の
記
念
日
の
こ
と
を
お
母
さ
ん

や
お
父
さ
ん
、
家
族
の
人
に
聞
い
て

み
て
、
一
緒
に
お
話
し
し
て
み
て
く

だ
さ
い
ね
」と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

講
座
に
参
加
し
た
児
童
か
ら
は

「
３
億
の
中
の
１
人
に
な
れ
た
こ
と

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
」「
生

き
て
い
る
こ
と
は
と
て
も
す
ご
く

て
、
素
晴
ら
し
い
と
い
う
こ
と
が
実

感
で
き
た
」「
両
親
、
友
達
に
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

た
い
」と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

講座「命の大切さを学ぼう」が市内の６小学校で行われ、
参加した児童は、命の誕生の現場に携わっている助産
師の言葉を通じて、命の尊さへの理解を深めました。

家族で話したい
「命の記念日」のこと

V o i c e

 「小さい子ってこんなにかわいいよ。命って輝いて
いて、とても大事なんだよ」。赤ちゃんの存在を肌で
感じながら高校生の皆さんに感じてほしいことです。
　高校生の皆さんは、最初の「出会いの集い」の
時よりも「終わりの集い」の時の方がにこやかで
表情も優しくなっていました。今年から、大曲乳
児保育園の独自事業として行っている「ふれあい
体験」ですが、赤ちゃんとたくさん触れ合うことで、
自分も小さい時に家族や周囲の人からどれほど大
事にされてきたのかということに気付き、命の尊

さや、赤ちゃんってた
だ幼いだけではなく、
人格をもった存在なん
だということを感じる
きっかけになってくれ
ればうれしいです。

　以前、学校の保健室に勤務していた時、子ども
たちから性や妊娠に関する相談を受けることがよ
くありました。「命の現場にいる助産師として、伝
えなければいけないことがあるのではないか」。そ
の思いがこの講座につながっています。
　子どもたちに一番伝えたいのは、「自分を大切に
してほしい」ということ。生きていく上で自分を
大切にすることはとても大事なことだと思います。
　講座の中でも必ず「命を大切にするということ
は、まずは自分を大切にすること。自分のことを
好きになって大切に思
えれば、自分が大切に
したいと思う家族や友
達も大切にできるよう
になります」とお話し
ています。

V o i c e

　高校生と乳幼児の「ふれあい体験」が昨年７月
31日、大曲乳児保育園で行われ、保育士志望の市
内の高校生12人が参加しました。保育士の指導
のもと、授乳や着替え、おむつの交換などを体験
したほか、絵本の読み聞かせやブロック遊びな
どを通じて乳幼児71人と触れ合いました。
　参加した生徒は「子どもの元気の良さ、パワフ
ルさに驚いた」「子どもからたくさんの元気をも
らった」「初めは、人見知りをして仲良くなれな
いのではないかと心配したけれど、実際に保育に
参加してみると、すぐに一緒に遊ぶことができて
うれしかった」などと、感想を話してくれました。

高校生が乳幼児と触れ合う
命の輝きを肌で感じて

こころの健康講演会出前講座「命の大切さを学ぼう」

み
ん
な
が
生
ま
れ
た
と
き
の
こ
と

お
う
ち
で
家
族
の
人
に
聞
い
て
み
て

大きく成長していく胎児の
人形で命の重みを実感。
「抱っこしてみてどうですか」
「すごくおも～い！」

「頑張れ、頑張れ！」参加した児童
全員から声援が送られ、誕生の喜
びを分かち合った出産体験
（昨年11月26日、藤木小学校）

折り紙に針の先で開けられた小さな
穴は受精卵とほぼ同じ大きさ。「これ
がみんなの命の始まりです。みんな最
初はこんなに小さかったんですよ」

赤ちゃんと小学生の心拍数を比較。「皆さんの心
拍数は１分間で50回から60回、赤ちゃんは120回
から160回くらいもあります。ドクンドクンとい
う音が聞こえますか。赤ちゃんの一生懸命生きよ
うとする音が伝わってきますね」
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子
ど
も
か
ら
大
人
の
心
へ

悩
む
こ
と
は
当
然
の
こ
と

　

思
春
期
は
心
身
と
も
に
大
き
く

成
長
す
る
時
期
で
す
。こ
の
時
期

の
課
題
の
一
つ
は
、こ
れ
ま
で
の
子

ど
も
の
心
か
ら
大
人
の
心
に
な
る

こ
と
。人
格
の
再
構
成
を
す
る
時

期
だ
か
ら
、悩
み
が
多
い
の
も
当
然

で
、む
し
ろ
悩
み
が
あ
る
こ
と
は
健

全
な
こ
と
だ
と
捉
え
ま
し
ょ
う
。

　

悩
み
が
な
く
常
に
明
る
く
振
る

舞
え
る
の
が
理
想
と
考
え
る
人
が
多

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、時
々
、一
人

で
暗
い
気
持
ち
に
な
っ
て
悩
む
こ
と

は
と
て
も
大
事
な
こ
と
な
の
で
す
。

自
分
と
相
手
、両
方
を
大
事
に

対
人
関
係
を
学
ぶ

　

友
人
と
の
会
話
の
中
で
い
く
ら

自
分
が
正
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い

た
と
し
て
も
、
伝
え
方
に
問
題
が

あ
れ
ば
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。例
え

ば
、
教
室
で
ボ
ー
ル
遊
び
を
し
て

よ
う
！
」
と
い
う
や
り
と
り
の
中

に
も
「
私
は
こ
こ
に
い
ま
す
。そ
し

て
、
私
は
あ
な
た
の
存
在
を
認
め

ま
す
」
と
い
う
大
事
な
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。た
と
え
、「
相

手
が
返
し
て
く
れ
な
い
か
も
し
れ

な
い
」と
思
っ
て
も
、
自
分
か
ら
積

極
的
に
あ
い
さ
つ
し
ま
し
ょ
う
。

傷
つ
い
て
、気
づ
い
て
、築
く

思
春
期
の
人
間
関
係

　

思
春
期
に
は
、
対
人
関
係
で
悩

む
こ
と
も
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

人
と
の
付
き
合
い
の
中
で
は
「
楽
し

さ
」や「
充
実
感
」と
い
っ
た
プ
ラ
ス

面
に
加
え
て
、「
悩
み
」や「
少
し
の

ス
ト
レ
ス
」
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
面

の
両
方
を
経
験
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。「
嫌
い
な
人
で
も
、我
慢
し
て

関
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い

う
考
え
方
で
は
な
く
、「
気
が
合
わ

な
い
人
で
も
、
工
夫
し
て
上
手
く
関

わ
れ
ば
、嫌
い
で
は
な
く
な
る
」と
い

っ
た
人
間
関
係
の
あ
り
方
に
目
を

向
け
ま
し
ょ
う
。他
人
と
関
わ
る
こ

と
で
し
か「
ヒ
ト
」は「
人
間
」に
な
れ

ま
せ
ん
。「
傷
つ
い
て
」「
気
づ
い
て
」

「
築
く
」の
が
人
間
関
係
な
の
で
す
。

平成24年度中、市内の全ての中学校で開催された「思春期こころの健康講演会」（写真は、昨年11月23日、南外中学校）※「コミュニケーションと働く人の心の健康」は、２月４日に大曲技術専門校で行われた講座の内容をもとにしています。

い
る
友
だ
ち
が
い
た
と
し
て「
バ
カ

ヤ
ロ
ウ
！
教
室
で
ボ
ー
ル
遊
び
な

ん
か
す
る
な
よ
！
」と
怒
鳴
っ
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
か
。「
教
室
で
ボ
ー

ル
遊
び
を
し
て
は
い
け
な
い
」と
い

う「
内
容
」は
正
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が「
伝
え
方
」が
適
切
で
は
な

い
よ
う
な
気
が
し
ま
せ
ん
か
。ポ
イ

ン
ト
は「
危
険
を
避
け
、
安
全
に
過

ご
し
た
い
」
と
い
う
自
分
の
気
持

ち
を
述
べ
な
が
ら
、な
お
か
つ
、相

手
を
尊
重
し
た
伝
え
方
を
す
る
こ

と
で
す
。言
い
方
を
変
え
て
「
ボ
ー

ル
が
当
た
る
か
も
と
思
っ
て
ヒ
ヤ

ヒ
ヤ
す
る
ん
だ
。ボ
ー
ル
遊
び
は
体

育
館
か
校
庭
で
し
て
く
れ
な
い
か

な
」と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

会
話
の
内
容
や
そ
の
結
果
だ
け
で

な
く
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方

法
や
過
程
に
気
を
配
る
こ
と
で
、

よ
り
上
手
に
人
付
き
合
い
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
あ
い
さ
つ
」
は
や
は
り

人
間
関
係
の
基
本
。あ
い
さ
つ
に
は

自
分
の
存
在
を
主
張
す
る
と
と
も

に
、他
者
の
存
在
を
承
認
す
る
と
い

う
大
切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。教

室
で
、
友
達
と
の
何
気
な
い「
お
は

組
織
の
活
性
化
と

心
の
健
康
の
た
め
に

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、職
場

の
人
間
関
係
を
良
く
し
て
、
業
務

を
円
滑
に
進
め
て
い
く
た
め
に
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足
す
る
と
、
情

報
の
伝
達
や
意
見
交
換
な
ど
が
で

き
ず
に
業
務
に
支
障
を
き
た
し
、

自
身
の
心
の
健
康
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
言
わ
れ
た
こ
と
は
す
る
が
、
自

分
か
ら
進
ん
で
は
し
な
い
」「
会
議

で
発
言
し
た
り
提
案
し
た
り
す
る

こ
と
が
少
な
い
」「
困
っ
た
こ
と
が

あ
っ
て
も
先
輩
や
同
僚
に
相
談
し

な
い
」な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
不
足
を
問
題
視
す
る
職
場
も
あ

り
ま
す
。ま
た
、
先
輩
が
成
長
を
願

っ
て
指
導
し
た
つ
も
り
で
も「
怒
ら

れ
た
」「
も
う
自
分
は
ダ
メ
だ
」
な

ど
挫
折
し
て
職
場
を
辞
め
て
し
ま

う
例
も
あ
り
ま
す
。組
織
を
活
性

く
る
と
い
っ
た
の
に
…
」
と
だ
け
言

い
、そ
れ
以
上
何
も
言
わ
な
い
場
合

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。「
非
主
張
的
」

な
場
合
で
は
、自
分
の
気
持
ち
を
伝

え
ら
れ
ず
、相
手
に
も
釈
然
と
し
な

い
気
持
ち
が
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
自
分
と
相
手
の
両
者
を

大
切
に
す
る「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
」な
対

応
で
す
。「
10
時
に
帰
っ
て
く
る
と

言
っ
た
け
ど
、
今
深
夜
０
時
を
過
ぎ

て
る
よ
。す
ご
く
心
配
し
た
よ
。遅

く
な
る
時
は
連
絡
し
て
ね
、
そ
う
す

れ
ば
安
心
す
る
か
ら
ね
」
と
い
う
言

い
方
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
言
い
方
の
ポ

イ
ン
ト
は「
す
ご
く
心
配
し
た
」と

い
う
よ
う
に
、
感
情
的
に
な
ら
な

い
表
現
で
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え

な
が
ら
、「
今
度
は
連
絡
し
て
ね
」

と
相
手
に
し
て
ほ
し
い
こ
と
を

き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
、そ
し
て
、

「
安
心
す
る
か
ら
」
と
提
案
の
理
由

に
触
れ
る
こ
と
で
す
。こ
の
「
ア
サ

ー
テ
ィ
ブ
」
な
対
応
を
よ
り
良
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の

ヒ
ン
ト
の
１
つ
と
し
て
、日
々
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
生
か
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

化
す
る
た
め
に
も
、ま
た
、働
く
人

の「
心
の
健
康
」を
保
つ
た
め
に
も
、

良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
大

切
で
す
。

自
分
も
相
手
も
大
切
に

「
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
」の
技
術

　

よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
た
め
に
、「
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
」と

い
う
自
分
も
相
手
も
大
切
に
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
あ
る
高
校
生
が
大
曲
の
花
火

を
見
に
行
っ
た
。午
後
10
時
ま
で

帰
っ
て
く
る
と
親
に
告
げ
て
出
掛

け
た
が
、返
っ
て
き
た
の
は
深
夜
０

時
過
ぎ
だ
っ
た
。そ
こ
で
親
は
ど
う

対
応
す
る
べ
き
か
」と
い
う
例
で
、

親
の
立
場
に
な
っ
て「
攻
撃
的
」「
非

主
張
的
」「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
」
の
３

つ
の
対
応
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
攻
撃
的
」な
対
応
と
し
て
、「
10

時
に
帰
っ
て
く
る
と
言
っ
た
で
し

ょ
う
！
い
ま
何
時
だ
と
思
っ
て
る

の
！
」
と
叱
っ
た
と
し
ま
す
。こ
の

場
合
、自
分
の
感
情
が
前
面
に
出
て

し
ま
い
、相
手
に
あ
ま
り
配
慮
し
て

い
ま
せ
ん
。逆
に
、「
10
時
に
帰
っ
て

【攻撃的】
（ガミガミ型）

怒って相手を悪くいう。相手も周
囲の人も嫌な気持ちにさせ、自分
も後悔する。

【非主張的】
（オドオド型）

言いたいことを言えず後悔する。
自分が我慢すればと黙っている
が、自分が情けなくなる。

【アサーティブ
       ＝主張的】
（スッキリ型）

相手のことも考えるが、自分の言
いたいことは穏やかにはっきり
と、焦らずに伝えられる。

ケイメンタルクリニック
臨床心理士

浅沼 知一 さん

気持ち良く仕事に臨むためにも大切な職場の人間関係。より良い
人間関係を築くためにどのようなコミュニケーションを心掛けるべ
きか、産業カウンセラーの藤井富士子さんにお話いただきました。

コミュニケーションと
働く人の心の健康

こころの健康講演会出前講座「コミュニケーションを良くするためには」

心も体も大きく成長する思春期。友人関係を始め、思春期の
悩みをどのように捉えて、どのように付き合っていくべきか、
臨床心理士の浅沼知一さんにお話いただきました。

傷ついて、気づいて、築く
思春期の人間関係

思春期こころの健康講演会「思春期の心とからだ～中学生の友人関係～」

（社）日本産業カウンセラー
協会東北支部

藤井 富士子 さん

子
ど
も
か
ら
大
人
の
心
へ

人
間
関
係
の
あ
り
方
に
目
を
向
け
よ
う

自
分
も
相
手
も
大
切
に
し
た

よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

 笑顔広がる、
話と和の輪 
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「ひまわり会」会長
藤田 琴子 さん

「ひだまり」副会長　
仲村 昌子 さん

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー

が
結
成
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
ひ
だ
ま
り
」（
蒔
田
栄
会

長
・
会
員
18
人
）が
運
営
す
る「
ひ
だ
ま

り
コ
ー
ヒ
ー
サ
ロ
ン
」。２
月
５
日
午

後
１
時
、
月
一
回
の
開
催
日
を
待
っ

て
い
た
お
客
さ
ん
が
コ
ー
ヒ
ー
サ
ロ

ン
を
訪
れ
始
め
ま
し
た
。「
ま
た
来

た
よ
」「
よ
く
き
て
け
だ
ね
」。「
コ
ー

ヒ
ー
、お
茶
ど
っ
ち
に
す
る
」「
最
近
、

雪
少
な
く
て
よ
か
っ
た
け
ど
、
今
日

は
寒
い
風
吹
い
て
る
ね
」。コ
ー
ヒ
ー

や
お
茶
を
片
手
に
、
お
客
さ
ん
と
ス

タ
ッ
フ
の
会
話
が
始
ま
り
、
昼
下
が

り
の
穏
や
か
な
時
間
が
流
れ
ま
す
。

　
「
サ
ロ
ン
で
は
何
か
特
別
な
こ
と

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
ゆ
っ
く
り
し

て
い
た
だ
く
場
所
で
す
」。テ
ー
ブ

ル
の
上
に
置
か
れ
た
チ
ラ
シ
に
は
、

こ
の
よ
う
な
案
内
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。ス
タ
ッ
フ
の
仲
村
昌
子
さ

ん
＝
角
間
川
＝
は
「
ゆ
っ
く
り
息
を

吐
き
出
し
て
、新
し
い
空
気
を
吸
っ

て
、ち
ょ
っ
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気

分
に
な
っ
て
ほ
し
い
。そ
ん
な
『
息

抜
き
』の
場
所
と
し
て
コ
ー
ヒ
ー
サ

ロ
ン
に
来
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。来
て
く
れ
た
方
に
楽
し
か
っ

た
と
言
っ
て
も
ら
え
れ
ば
私
た
ち

も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。何
か
し

て
あ
げ
る
、何
か
し
て
も
ら
う
と
い

う
よ
う
な
関
係
で
は
な
く
て
、
み

ん
な
一
緒
に
元
気
に
な
れ
る
。そ
ん

な
空
間
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

地
域
に
新
た
な
語
り
合
い
の

場
、
つ
な
が
り
の
場
を
作
り
た
い

と
い
う
思
い
で
活
動
し
て
い
る
ひ

だ
ま
り
の
方
々
。昨
年
４
月
に
オ

ー
プ
ン
し
た
コ
ー
ヒ
ー
サ
ロ
ン
は

間
も
な
く
一
周
年
。今
後
は
、
新
た

な
会
場
で
の
サ
ロ
ン
開
催
や
希
望

に
応
じ
て
地
域
に
出
向
く
出
張
サ

ロ
ン
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

◆日時／毎月第１火曜日の午後１時～３時
◆会場／大川西根公民館
◆参加費／100円
【問い合わせ】
　「ひだまり」会長 蒔田さん ☎0187-88-8010

メンタルヘルスサポーターが
気軽に立ち寄って、一息つける場所を提供

ひだまりコーヒーサロン

気
軽
に
立
ち
寄
り
コ
ー
ヒ
ー
一
杯

語
っ
て
、笑
っ
て
、ほ
っ
と
一
息

語りの場で広がる笑顔の輪
これまでも、これからも

ご
す
時
間
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
２
月
５
日
午
後
１
時
、こ
の
日
は

10
人
の
会
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

市
の
保
健
師
に
よ
る
健
康
講
話
を

聞
い
た
後
、
恒
例
の
お
茶
会
で
会

話
が
弾
み
ま
す
。「
み
ん
な
一
緒
に

集
ま
っ
て
話
せ
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
」「
一
人
一
人
、
家

族
や
介
護
の
こ
と
だ
と
か
不
安
や

悩
み
は
尽
き
な
い
け
れ
ど
も
、こ
こ

隣
近
所
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
、
活
動
を
続
け
て
い
る

女
性
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。「
ひ

ま
わ
り
会
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ

の
会
。「
ひ
ま
わ
り
の
よ
う
に
、み

ん
な
一
緒
に
、
い
つ
ま
で
も
仲
良

く
、笑
顔
で
い
た
い
」と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ひ
ま
わ
り
会
は
月
に
一
回
、大
曲

の
下
深
井
石
堂
地
区
の
集
落
会
館

を
活
動
拠
点
に
、
草
む
し
り
や
花

だ
ん
整
備
な
ど
の
環
境
美
化
、編
み

物
や
か
ご
づ
く
り
な
ど
の
手
芸
、季

節
に
合
わ
せ
て
の
花
見
や
温
泉
旅

行
、講
師
を
招
い
て
の
体
操
教
室
や

健
康
教
室
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
し
な
が
ら
、会
員
が
一
緒
に
過

に
来
る
と
ゆ
っ
く
り
し
た
気
持
ち

に
な
り
ま
す
」と
会
員
の
皆
さ
ん
は

頬
を
緩
め
ま
す
。

　

会
長
の
藤
田
琴
子
さ
ん
は
、「
顔

を
出
さ
な
い
人
が
い
れ
ば
、
ど
う

し
て
る
か
な
と
み
ん
な
で
心
配
し

ま
す
。来
ら
れ
な
い
の
が
続
く
と
、

電
話
で
様
子
を
聞
い
た
り
、
会
の

帰
り
に
家
に
寄
っ
て
み
た
り
し
ま

す
。足
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

な
か
な
か
来
ら
れ
な
く
な
っ
た
人

が
い
て
も
、
運
転
で
き
る
人
が
一

緒
に
来
る
か
ら
や
め
な
い
で
、
と

お
話
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
調
子
が
悪
い
と
き
が
あ

っ
て
も
、
互
い
に
顔
を
見
て
お
話

で
き
れ
ば
、
み
ん
な
一
緒
に
元
気

に
な
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
「
会
員
の
高
齢
化
も
悩
み
の
一
つ

で
す
が
、集
ま
り
を
や
め
よ
う
か
と

い
う
話
に
は
絶
対
に
な
り
ま
せ
ん
。

若
い
人
に
も
声
を
掛
け
な
が
ら
、こ

の
石
堂
の
集
ま
り
を
途
絶
え
る
こ

と
な
く
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」と

隣
近
所
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
活

動
を
続
け
て
き
た
ひ
ま
わ
り
会
へ

の
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

いつまでもなかよく笑顔でいたい
隣近所のつながりを大切に活動を続けてきた

「ひまわり会」

ひ
ま
わ
り
の
よ
う
に
、み
ん
な
一
緒
に

い
つ
ま
で
も
朗
ら
か
に
笑
っ
て
い
た
い

　気遣いと支え合いの気持
ちを忘れないのがひまわり
会の良いところだと思いま
す。これからも、ひまわり
会の集まりを大切に続けて
いきたいと思います。

テーブルには会員
が持ち寄った漬け物
やお菓子が並び、お茶を片
手に世間話に花が咲く

V o i c e

V o i c e
　語り合いの中でみんな
一緒に元気になれる、そん
な空間を作っていきたいと
思っています。私たちと一
緒に活動してくれる方も募
集中です。

　こころの健康に関する基本的な知識と技術を身に付ける
ことで、自身や周囲の方の心の健康づくりに役立ててもら
おうと、市では、メンタルヘルスサポーター養成講座を開催
しています。養成講座では、秋田県・大仙市の自殺予防活動
の取り組みや、うつ病への理解と対応、「傾

けい
聴
ちょう

」ボランティ
アの役割などを学び、悩みのある方への接し方などの演習
を行います。養成講座を修了した方々は現在64人。平成25年
度も養成講座を開催する予定です。

▶▶▶ メンタルヘルスサポーター 毎月第１火曜日大川西根公民館で開かれている
「ひだまりコーヒーサロン」

膝をつき合わせての語り合い。身の上話や冗談を言って
笑い合うとき、ほんのりと温かく和やかな雰囲気が漂い、
心安らぐことがあります。
これまでも長い間、隣近所の付き合いの中で語り合いの
場を大切にしてきた方々、そして、これから新たな語り合
いの場を生み出そうとしている方々を取材しました。
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　以前、ある本で「話すことは離すこと」というひとことを
見つけました。悩みや心配を抱え不安に包まれているとき、
考えたくなくても頭に浮かんできたり、考えても苦しくてど
うにもできないように感じたりします。そんなとき、安心し
て話せる誰かに「話す」ことは、その悩みや心配ごとを言葉
にして、いったん自分から「離す」ことにつながります。
　そうすると、がんじがらめだった状態から、少しだけ
距離がとれて、気持ちがちょっと楽になり、ぐちゃぐちゃ
だった気持ちや状況が整理できたり、今までは気づかな
かった新しい視点が思い浮んできたりすることがありま
す。問題そのものは簡単には解決しなくても、少し距離
がとれるということは、私た
ちに少しのゆとりを与えてく
れるのだと思います。
　ほっとスペースは、皆さんの
「安心して話せる誰か」のひと
つでありたいと思っています。

「ほっとスペース」相談員
髙橋 志穂子 さん （臨床心理士）

V o i c e

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

悩
み
や
問
題
の
解
決
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

〝
い
つ
か
〟で
な
く〝
今
〟相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

相
談
で
き
る
場
所
が
あ
り
ま
す

　
「
こ
ん
な
こ
と
を
話
し
て
よ
い

の
だ
ろ
う
か
…
」「
他
の
人
に
頼
っ

て
も
ど
う
に
も
な
ら
な
い
…
」
こ

の
よ
う
に
感
じ
て
、
相
談
す
る
こ

と
を
た
め
ら
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
市
で
は
、保
健
師
に
よ
る「
こ
こ
ろ

の
健
康
相
談
」の
ほ
か
、専
門
の
相
談

員
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
「
ほ

っ
と
ス
ペ
ー
ス
」を
開
い
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
や
ほ
っ
と

ス
ペ
ー
ス
に
は
、「
最
近
、
よ
く
眠

れ
な
い
」「
生
き
る
こ
と
が
辛
い
」

と
い
っ
た
精
神
的
な
不
調
に
つ
い

て
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
場
合
、
精
神
的
な
不
調
の

背
景
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
問

題
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、
そ
れ
ら
を

自
分
の
力
だ
け
で
解
決
し
よ
う
と

頑
張
り
続
け
た
結
果
、
問
題
が
さ

ら
に
深
刻
化
し
、本
人
も
疲
れ
切
っ

て
し
ま
い
う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾

患
を
患
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

相
談
す
る
時
期
は
、
早
け
れ
ば

早
い
ほ
ど
、解
決
に
必
要
な
時
間
も

労
力
も
少
な
く
て
済
み
ま
す
。も

し
、今
あ
な
た
が
ひ
と
り
で
悩
ん
で

い
る
と
し
た
ら
、〝
い
つ
か
〞
で
は

な
く〝
今
〞相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

相
談
者
の「
気
持
ち
」や

「
問
題
」の
整
理
を
お
手
伝
い

　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
や
ほ
っ
と
ス

ペ
ー
ス
で
は
、相
談
さ
れ
る
方
に
、今

の
気
持
ち
や
抱
え
て
い
る
問
題
に

つ
い
て
ゆ
っ
く
り
と
話
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。そ
の
中
で
、
相
談
者
自
身

が
、自
分
で
気
持
ち
や
問
題
を
整
理

で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

　

相
談
の
始
め
に
は「
眠
れ
な
い
」

こ
と
が
一
番
の
悩
み
と
感
じ
て
い

て
も
、
自
分
の
気
持
ち
や
問
題
を

話
し
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の
原
因

が
人
間
関
係
や
金
銭
問
題
の
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
で
あ
る
こ
と
に
気
が
付

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、原
因

が
は
っ
き
り
と
分
か
っ
て
い
る
場

合
で
も
、
そ
の
問
題
が
自
分
ひ
と

り
で
解
決
で
き
る
も
の
な
の
か
、

家
族
と
協
力
し
た
方
が
良
い
の

か
、
専
門
の
相
談
窓
口
に
行
く
べ

き
な
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
の
整

理
が
進
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の「
気
持
ち
」や「
問
題
」

の
整
理
を
専
門
的
に
サ
ポ
ー
ト
す

る
の
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
、
ほ

っ
と
ス
ペ
ー
ス
で
は
、特
に
じ
っ
く

り
と
時
間
を
か
け
て
、
相
談
者
が

気
持
ち
や
問
題
が
整
理
で
き
る
よ

う
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

相
談
者
の
問
題
に
応
じ
て

し
っ
か
り
と〝
つ
な
ぐ
〞

　

相
談
者
が
こ
こ
ろ
の
健
康
に
不

調
を
き
た
し
て
い
る
場
合
に
は
、ま

ず
、こ
こ
ろ
の
健
康
を
回
復
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。問
題
を
整
理
し
、

解
決
に
向
け
て
動
き
出
す
た
め
に

は
、た
く
さ
ん
の「
こ
こ
ろ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
」が
必
要
に
な
る
か
ら
で
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
精
神
科

医
療
機
関
の
受
診
を
勧
め
ま
す
。

ま
た
、
単
に
医
療
機
関
を
紹
介
す

る
だ
け
な
く
、
状
況
に
応
じ
て
医

療
機
関
と
の
連
絡
調
整
を
行
う
な

ど
、相
談
者
が
し
っ
か
り
と
医
療
機

関
を
受
診
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。借
金
問
題
や
家
庭
内

の
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
い
る
場
合

で
も
、
問
題
に
応
じ
て
専
門
機
関

や
相
談
窓
口
に
つ
な
ぎ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
専

門
機
関
と
し
っ
か
り
つ
な
ぐ
こ
と

が
、
保
健
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
で
最
も
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
で
す
。保
健
師
は
借
金
問
題

を
解
決
し
た
り
、
家
庭
内
の
ト
ラ

ブ
ル
を
仲
裁
で
き
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
様
々
な
制
度
や
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、日
頃
か
ら
情
報

を
集
め
て
い
ま
す
。保
健
師
で
は

解
決
で
き
な
い
問
題
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
問
題
を
解
決
で
き
る
専
門
機

関
へ
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま

た
、
市
で
は
、そ
の
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
構
築
し
て
い
ま
す
。

　

も
し
、「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら

よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
悩
ん

で
い
る
方
が
い
た
ら
、
ま
ず
は
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
「
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談
」
や
「
ほ
っ
と
ス
ペ
ー

ス
」に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

まずは、今の気持ちや抱えてい
る問題など、ゆっくりお話して
いただきます。

相談者自身が、自分で気持ちや
問題を整理できるようお手伝い
します。

相談者の抱えている問題に応じ
て、専門の機関などを紹介し、し
っかりとつなぎます。

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」と「
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
」を
紹
介

健康増進センター中央（大曲保健センター内）

☎ 0187-62-1015

健康増進センター東部（中仙庁舎内）

☎ 0187-56-7211
◆相談時間／
午前８時30分～
　　　午後５時15分
 （土・日、祝日を除く）

こころの健康相談

ほっとスペース利用案内

ほっとスペース専用ダイヤル

☎ 0187-62-9304
◆相談時間／午前９時30分～午後４時30分
 （土・日、祝日を除く）
◆会場／大曲保健センター内「ほっとスペース」
◆相談料／無料 ※要予約

ほっとスペース

相談の後、継続面接へ
　面接は基本的に、同じ担当者、
同じ曜日・時間帯に定期的に行い
ます。
　面接の頻度や相談終了の時期に
ついても、話し合って決めていき
ます。原則として、面接は1回 50
分間です。

初回面接を行います
　一度、ほっとスペースに足を運ん
でいただき、相談員が詳しいお話を
伺います。約1時間から1時間30
分ほどの初回面接の後、面接を継
続するか話し合って決定します。
　相談内容によっては、より適切
と思われる機関や施設を紹介する
ことがあります。

電話で予約してください
　氏名、年齢、連絡先、相談内容、
居住地域、相談希望日時などをお
知らせください。「こんな内容でも
相談できるのか」とご心配な場合
も、まずは気軽にご連絡ください。
※現在、医療機関を利用している方は可
能であれば、主治医と相談の上、承諾
を受けてからお越しください。

※本人でなくても、ご家族がお子さんのこ
とについて相談することなどもできます。

1. 2. 3.

 笑顔広がる、
話と和の輪 

特集

健康増進センター西部（西仙北庁舎内）

☎ 0187-75-0476
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心
身
の
健
康
に
つ
い
て
は
、

以
前
か
ら
よ
く
語
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
と
こ
ろ
特
に

「
心
の
健
康
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に

し
た
も
の
を
目
に
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。そ
の
背
景
に
は
、メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
と
い
う
言
葉
と
と
も

に
、
自
殺
予
防
の
取
り
組
み
の
必

要
性
が
社
会
の
中
で
広
く
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

か
つ
て
、
自
殺
は
個
人
の
問

題
と
し
て
、
話
題
に
取
り

上
げ
る
こ
と
を
避
け
る
風
潮
も
あ

り
ま
し
た
。し
か
し
、平
成
10
年
に

全
国
の
自
殺
者
数
が
年
間
３
万
人

を
超
え
、
社
会
の
中
で
の
危
機
感

の
高
ま
り
と
と
も
に
、
自
殺
の
多

く
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
問
題

を
ひ
と
り
で
抱
え
る
う
ち
に
、
心

理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で

あ
る
と
し
て
、
自
殺
を
社
会
全
体

で
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
気
運
が

高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
の
自
殺
対
策

基
本
法
の
制
定
と
と
も
に
、
国
に

よ
る
対
策
が
本
格
化
し
ま
し
た

が
、
自
殺
率
ワ
ー
ス
ト
が
叫
ば
れ

て
い
た
秋
田
県
で
は
、
国
に
先
駆

け
て
民
間
団
体
主
導
の
「
秋
田
モ

デ
ル
」
と
い
わ
れ
る
自
殺
予
防
対

策
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

平
成
20
年
に
発
足
し
た
大
仙

市
自
殺
予
防
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
推
進
協
議
会
に
お
い
て
も
、
行

政
機
関
や
地
域
団
体
な
ど
が
連

携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
特
性

を
生
か
し
た
役
割
分
担
を
果
た

し
な
が
ら
、
情
報
提
供
や
地
域
の

実
情
に
即
し
た
対
策
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
各
分
野
の
講

師
が
地
域
に
出
向
く
「
こ
こ
ろ
の

健
康
講
演
会
出
前
講
座
」
を
新
た

に
行
い
ま
し
た
。地
域
の
皆
さ
ん

の
要
望
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
心
の
健
康
に
つ
い
て
よ

り
分
か
り
や
す
い
形
で
お
伝
え
で

き
る
場
が
増
え
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
積
極
的
な
活
動
も

あ
わ
せ
て
、
心
の
健
康
に
つ
い
て

考
え
る
共
有
の
場
が
広
が
っ
て
き

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

自
殺
の
背
景
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
が
あ
り
ま
す
が
、

特
に
精
神
疾
患
と
の
関
わ
り
は
深

く
、
自
殺
予
防
の
多
分
野
の
連
携

の
中
で
も
、
精
神
科
医
は
最
後
の

砦
と
い
う
べ
き
役
割
を
担
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。大
曲
仙
北

医
師
会
で
は
、
う
つ
病
の
多
様
性

に
対
応
し
た
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、昨
年
10
月
か
ら
、か
か
り
つ

け
医
と
精
神
科
医
の
新
た
な
連
携

の
仕
組
み
を
構
築
し
ま
し
た
。こ

れ
は
、
馴
染
み
の
か
か
り
つ
け
医

を
受
診
し
た
方
が
、
精
神
科
医
の

受
診
を
希
望
す
る
場
合
、
専
用
の

フ
ァ
ク
ス
用
紙
で
30
分
以
内
に
予

約
票
の
や
り
取
り
が
行
わ
れ
、
そ

の
場
で
速
や
か
に
精
神
科
医
へ
の

紹
介
が
成
立
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。大
仙
市
は
、
精
神
科
の
あ
る
病

院
も
比
較
的
多
く
、
安
心
し
て
治

療
を
受
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
皆
さ

ん
に
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
き
る
喜
び
を
感
じ
る
た
め

に
一
番
大
切
な
の
は
、や
は

り
心
身
の
健
康
で
す
。楽
し
い
、
う

れ
し
い
、
と
感
じ
ら
れ
る
の
も
健

康
で
あ
れ
ば
こ
そ
。現
代
社
会
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル

の
普
及
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
希
薄
化
が
進
み
、
心

の
健
康
に
と
っ
て
も
好
ま
し
く
な

い
状
況
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。家

族
の
だ
ん
ら
ん
の
機
会
も
昔
に
比

べ
少
な
く
な
り
、今
一
度
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
原
点
で
あ
る
家

族
と
の
時
間
の
共
有
に
つ
い
て
、

思
い
を
巡
ら
す
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
和
顔
愛
語
」と
い
う
言
葉
を

ご
存
知
で
す
か
。「
和

や
か
な
表
情
で
相
手
と
接
し
、
親

愛
の
情
を
込
め
て
語
り
か
け
る
こ

と
」。こ
の
言
葉
は
、
人
と
人
が
関

わ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
な
が
ら
、
と
も
に
人
生
を

歩
ん
で
い
く
上
で
、
と
て
も
大
切

な
あ
り
方
を
表
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
一
人
の
心
が
健
や

か
に
、
そ
し
て
和
顔
愛
語
の
精
神

が
地
域
に
広
が
っ
て
い
け
ば
、
き

っ
と
社
会
全
体
が
明
る
い
未
来
に

向
か
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。こ
の

和
顔
愛
語
を
実
践
す
る
た
め
に

も
、ま
ず
は
、自
身
の
心
の
健
康
に

気
を
配
り
、
社
会
の
基
本
単
位
で

あ
る
家
族
へ
の
気
遣
い
を
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、隣
近

所
、
地
域
へ
と
心
の
健
康
づ
く
り

の
輪
を
広
げ
な
が
ら
、
健
や
か
な

笑
顔
を
地
域
に
広
げ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

大仙市こころの健康
イメージキャラクター
いのちの妖精「ハート」ちゃん

Top Interview

心
健
や
か
に
、和わ

顔げ
ん

愛あ
い

語ご

の
輪
を
広
げ
よ
う

自
分
自
身
、
家
族
、
隣
近
所
へ
と

心
の
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
、

健
や
か
な
笑
顔
を
地
域
に
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う

大仙市自殺予防ネットワーク推進協議会

善本 正樹 会長
（大曲仙北医師会自殺予防担当理事、医療法人慧眞会協和病院院長）

３月１日は
秋田県

みんなのいのちの日

　今回の特集は「こころといのち」をテー
マに、子どもから高齢の方まで、それぞれ
の世代を対象にした講座の内容や地域に
根ざした活動をしている方々を紹介しま
した。この地に暮らしているすべての人が
心健やかに毎日を送るための一助となる
ことを願って企画したものです。
　いのちの大切さやこころの健康につい
てお話いただいた方々の声からは、「話す
こと」や「語り合うこと」は、人と人が関わり
合い、ともに心を育んでいく上で、やはり
見逃すことのできない大切なものだとい
うことを改めて実感させられます。
　親愛の情を込めて交わされる会話から
は、和やかな空気と笑顔が生まれます。そ
して、和やかな雰囲気の中での語らいの場
では、つながりの和と笑顔が広がります。
　今一度、かけがえのない日常の中での大
切な人との会話や、思いを共有する仲間同
士での語らいの場を見つめましょう。「話」
と「和」の輪が広がり、笑顔の輪が地域に広
がれば、それは、私たち一人一人がこの地
に住んでいてよかったと心から思える明
るい地域づくりにつながるはずです。

特集 「笑顔広がる、話と和の輪」 

取材を終えて



国 際フェスティバル in 大仙
さまざまな国の文化に触れ、交流を楽しむ

　国際フェスティバル in 大仙が２月17日、イオンモ
ール大曲で開かれました。
　国際交流や国際協力活動をしている個人・団体を
紹介し、県内在住の外国出身の方々と地域の方々の
触れ合いの場を設けようと毎年開かれているイベン
ト。市と大仙市国際交流協会（今野庄蔵会長）が共同で
企画し、今年で５回目となります。
　会場には、韓国や中国、アメリカ、ロシアなどの紹
介ブースや国際協力活動をしている各種団体のブー
スが並び、各国の出身者が民芸品や装飾品、写真など
を通じてそれぞれの国を紹介。また、特設ステージで
は、恒例となった民族衣装のファッションショーが
行われたほか、伝統の遊び体験、民族舞踊や歌の披露
などが行われ、来場者はそれぞれの国の文化の空気
に触れながら、交流を楽しみました。

1

32

4

1華やかな民族衣装でステージを彩ったファッションショー
2たくさんの親子連れなどでにぎわった各団体のブース
3ツボに多くの矢を投げ入れる韓国伝統の遊び「トウホ」を体験
4特設ステージでは、在住外国人の方々が歌などを披露
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　平成24年度「ふるさと秋田農林水産大賞」の
「農山漁村活性化部門」で農事組合法人エコフ
ァーム（佐藤誠代表理事）が、「担い手部門・未来
を切り拓く新規就農の部」で仲村義康さん＝大
田町国見＝がそれぞれ大賞を受賞しました。
　エコファームは、耕作放棄地再生のため菜の花
の栽培に取り組み、昔ながらの製法で「まほろば
菜
さい

油
ゆ

」を製造・販売し、付加価値の向上を図ってい
ることなど、仲村さんはトルコギキョウの栽培に取
り組み、高品質生産には欠かせない基本技術を忠
実に実践していることなどが高く評価されました。

先進的な農業の取り組みが評価　　
�エコファームと仲村義康さんが

　　  ふるさと秋田農林水産大賞を受賞

　第53回交通安全国民運動中央大会が１月15日、
16日の両日、東京都で行われ、南楢岡交通安全会
会長の今野恭男さん＝南外沖田＝が交通栄誉章緑
十字銀章を受章しました。

　長年にわたって地
域の交通安全活動に
地道に取り組んだ功
績が交通安全功労者
として認められたもの
です。

長年の交通安全活動が評価
 今野恭男さんが

         交通栄誉章緑十字銀章を受章

［写真左］交通栄誉章緑
十字銀章を受章した今
野さん

　大仙市学校給食総合センターが給食を配食して
いる大曲と南外の各小・中学校の学校給食に１月24
日、古代米が登場しました。
　古代米は、南外地域の農家が生産したもの。この日
が学校給食記念日であることにちなみ、お祝いの席な
どで広く食べられてきた古代米の味を子どもたちに
知ってもらおうと提供いただきました。
　児童は、「古代米を食べるのは初めて」「もちもち
しておいしい」と、笑顔で感想を話してくれました。

学 校給食に古代米が登場
昔ながらの古代米の味を知ってほしい

　「千の音色でつなぐ絆」コンサートが１月30日、大曲
市民会館で開かれました。
　東日本大震災で被災した陸前高田市の震災流木
で製作されたバイオリンを、国内外の演奏家がリレ
ーのように受け継ぎながら演奏することで震災の記
憶を広く伝えようと、「命をつなぐ木魂の会」が展開
しているプロジェクトの一環。プロジェクトに賛同
した大曲倫理法人会（佐藤芳雄会長）が主催しました。
　コンサートでは、バイオリン製作者で演奏家の小林
一郎さん＝神岡＝が「奇跡の一本松」が描かれたバイ
オリンでクラシックか
ら唱歌までの幅広い
ジャンルから14曲を
演奏。集まったおよそ
370人が情感あふれる
音色に聞き入りました。

千 の音色でつなぐ絆コンサート
被災地復興の願いを音楽に込めて

［写真右］弦楽器の繊細な
音色で聴衆を魅了した小
林さん（写真左）

表彰功績を讃えて―　　　　　
おめでとうございます

　チャレンジスノウキャンプ2013が１月26日、27
日の両日、八乙女公園と八乙女交流センターで開か
れ、市内の小学生55人が参加しました。
　冬場の野外活動を通じて雪国秋田の良さを再認
識してもらうとともに、自然との関わり合いの中で
チャレンジする心を育むことを目的に、秋田県キャ
ンプ協会が実施。参加した児童は紙風船上げやミニ
かまくらづくりなどの雪国ならではの遊びや、おや
つづくりを楽しみました。

チ ャレンジスノウキャンプ 2013
真冬の秋田を楽しもう

▼幻想的な雰囲気を演出した手作りミニかまくら

▲ ガスバーナーを使ったガラス細工製作を見学する参加者

わ くわくエンジョイサイエンス
驚きがいっぱいの科学の世界を体験

　わくわくエンジョイサイエンスが２月16日、大曲交
流センターで開かれました。
　秋田大学が子どもたちに学内で行っている実験や
実習を体験する機会を提供し、科学の楽しさや面白
さをもっと身近に感じてもらおうと企画したイベント。
会場では、天然石を材料にした勾

まが

玉
たま

づくりや機械で岩
石を潰す実験、二足歩行ロボットの操縦体験など17の
催しが行われ、集まった親子およそ250人が驚きに満
ちた科学の世界に触れました。

▼古代米の給食を楽しんだ南外小学校４年生の皆さん

▲ 「農山漁村活性化部門」で大賞を受賞した農事組合法
人エコファーム代表理事の佐藤さん（写真左）と「担い
手部門・未来を切り新規就農の部」で大賞を受賞した
仲村さん



お便りお待ちしています

「お便り広場」は皆さんのページです。

市政に対する質問・意見など、皆さん

の遠慮のない声をお聞かせください。

宛先はこちら
〒 014-8601
大仙市企画部総合政策課

手紙・はがき、ファクス（0187-63-1119）ま
たはEメール（kouhou@city.daisen.akita.jp）
で送ってください。なお、Eメールの場合
は件名に「お便り広場」と記入ください。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
で
す
べ
て
の
お
便
り

を
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２月号・２月号お知らせ版へのお便り

内訳／　感想33
今回寄せられたのは　33通

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
の
レ
シ
ピ

健
康
は

バ
ラ
ン
ス
よ
い

食
事
か
ら

recipe.47
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大
仙
市
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会

西
仙
北
支
部

材料（４人分）

カボチャ…………400 ｇ
ベーコン（ハーフ）…４枚
粒コーン（缶詰）… 40 ｇ
トマトケチャップ 大さじ３

とろけるチーズ… 60 ｇ
サラダ油………大さじ１
パセリ………………少々

①カボチャは、５ミリ厚さの一
口大に切り、茹でてザル
に揚げ水気をよく切る。

②ベーコンは１㌢幅に切る。
③フライパンに油を熱し、ベー
コンを炒める。カボチャを

加えて軽く炒め、コーンを
散らし、ケチャップをかけ、
上にチーズを振り、パセリ
を散らし、フタをして弱火
にし、チーズが溶けるまで
蒸し焼きする。

作り方

かぼちゃのチーズ焼き
1人分のエネルギー 226kcal、塩分 0.9g

材料（４人分）

白　菜……………400 ｇ
ベーコン……………４枚
ニンジン………… 80 ｇ
シメジ………小１パック
粒コーン（缶詰） 50 ｇ
豆乳（無調整） ２カップ
サラダ油………大さじ２

だし汁…………１カップ
片栗粉………　大さじ２
酒………………大さじ２
塩………………小さじ１
コショウ……………少々
万能ネギ……………少々
白すりゴマ……大さじ１

作り方

① 白菜は、葉と軸に分け、軸
は２～３センチのそぎ切り
に、葉はざく切りにする。

②ベーコンも２～３センチ幅
に切る。ニンジンは短冊切
り、シメジは小房に分ける。

③豆乳と酒・片栗粉・塩・コショ
ウはよく混ぜ合わせておく。

④フライパンに油を熱し、白菜

の軸とニンジンを入れて炒
める。しんなりしたら、だし汁
を加えてやわらかくなるまで
煮る。さらに白菜の葉・ベー
コン・シメジ・コーンを加え、
③を加え煮立たせないよう
に弱火で静かに煮る。とろ
みがついたら、器に盛り小口
切りしたネギとゴマを添える。

白菜の豆乳煮
1人分のエネルギー 279kcal、塩分 1.8g

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。私
は
ご
み
出

し
の
と
き
、収
集
の
方
が
嫌
な

思
い
を
し
な
い
よ
う
に
と
配
慮
し
た

つ
も
り
で
、
な
る
べ
く
大
き
な
紙
袋

に
入
れ
た
り
新
聞
紙
で
包
ん
だ
り
、

中
身
が
見
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

し
た
。も
ち
ろ
ん
分
別
は
き
っ
ち
り

守
っ
て
い
ま
す
。

　

悪
質
な
場
合
は
収
集
し
な
い
と
広

報
に
書
か
れ
て
い
た
の
を
見
て
驚
き

ま
し
た
。配
慮
の
つ
も
り
が
ル
ー
ル

違
反
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

中
仙　
60
代
女
性

環
境
交
通
安
全
課
か
ら

　

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
、
お
気

遣
い
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

ご
み
収
集
の
際
は
、
分
別
が
守
ら

れ
て
い
る
か
、
危
険
な
も
の
が
混
入

し
て
い
な
い
か
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
ご
み
全
体
を
覆
わ
れ
る
と
作
業

員
が
中
身
を
確
認
で
き
な
い
た
め
、

事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
危

険
で
す
。

　

安
全
な
ご
み
収
集
の
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼

　
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
環
境
交
通
安
全
課

　
☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

　
内
線
２
７
５

栄
光
の
軌
跡
で
紹
介
さ
れ
て
い

た
大
曲
中
学
校
、
協
和
小
学

校
、協
和
中
学
校
の
皆
さ
ん
、お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。特
に
、
大
曲
中
学

校
の
マ
ー
チ
ン
グ
３
年
連
続
日
本
一

は
大
仙
市
の
誇
り
で
す
。

 

協
和　
50
代
女
性

岩
手
県
宮
古
市
の
仮
設
住
宅
で

大
仙
市
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
き

ね
と
臼
を
使
っ
た
餅
つ
き
が
行
わ
れ

た
記
事
を
読
み
、心
が
和
み
ま
し
た
。

被
災
地
の
方
々
の
笑
顔
が
増
え
る
よ

う
、私
も
応
援
し
た
い
で
す
。

 

神
岡　
50
代
女
性

今
号
の
注
目
株
で
紹
介
さ
れ
て

い
た
小
野
崎
晶
さ
ん
の
作
品

が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。県
知
事
賞
を

受
賞
し
た
作
品
は
私
も
大
好
き
で
す
。

 

神
岡　
20
代
女
性

私
が
住
ん
で
い
る
町
内
は
、ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
70
歳

を
過
ぎ
た
高
齢
者
世
帯
が
多
く
、
雪

の
季
節
に
な
る
と
道
路
の
雪
が
家
の

入
り
口
を
ふ
さ
い
で
し
ま
い
困
っ
て

い
ま
し
た
。

　

市
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
大
き
な

機
械
で
雪
を
飛
ば
し
て
く
れ
た
そ
う

で
す
。大
仙
市
は
高
齢
者
を
大
切
に

し
て
く
れ
る
の
で
感
謝
し
て
い
ま
す
。

 

大
曲　
70
代
女
性

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
新
人

音
楽
祭
コ
ン
ク
ー
ル
に
行
き

ま
し
た
。今
年
は
25
周
年
。前
日
に
は

審
査
員
で
も
あ
る
プ
ロ
の
演
奏
家
の

無
料
コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
り
ま
し
た
。曲

目
も
知
名
度
の
高
い
親
し
み
や
す
い

も
の
が
多
く
、
高
い
技
術
と
表
現
力

に
よ
る
心
に
響
く
演
奏
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
た
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

　

し
か
し
、
気
に
な
る
の
は
例
年
同

様
、
観
衆
が
非
常
に
少
な
い
こ
と
。

音
楽
に
触
れ
て
ほ
し
い
小
・
中
学

生
、
高
校
生
の
姿
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

大
曲
市
民
会
館
の
ホ
ー
ル
に
２
０
０

人
足
ら
ず
の
人
が
集
ま
っ
た
だ
け
で

「
音
楽
の
ま
ち
」
な
ど
と
市
に
冠
が

付
い
て
い
る
の
が
恥
ず
か
し
い
と
思

う
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　

雪
の
季
節
、
遠
く
か
ら
来
ら
れ
る

出
場
者
や
審
査
員
の
先
生
た
ち
の
た

め
に
、
会
場
を
観
衆
で
い
っ
ぱ
い
に

す
る
こ
と
が
市
民
と
し
て
最
上
の
お

も
て
な
し
だ
と
思
い
ま
す
。

 

大
曲　
男
性

干
し
餅
、
懐
か
し
い
で
す
ね
。と

て
も
手
間
が
か
か
っ
て
い
る

こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　

今
冬
は
雪
が
多
く
大
変
で
す
が
、

健
康
の
達
人
や
健
康
通
信
を
よ
く
読

ん
で
体
に
気
を
付
け
な
が
ら
元
気
に

暮
ら
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

仙
北　
60
代
女
性

昨
年
、
私
は
父
親
に
な
り
ま
し

た
。平
成
23
年
度
の
大
仙
市
の

決
算
報
告
を
見
る
と
、
黒
字
と
は
あ

り
ま
す
が
依
存
財
源
の
割
合
に
目
が

向
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　

子
ど
も
世
代
、
そ
し
て
孫
世
代
に

ツ
ケ
を
丸
投
げ
し
て
い
く
こ
と
の
な

い
財
源
体
質
作
り
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

 

大
曲　
30
代
男
性

小
野
崎
晶
さ
ん
の
作
品
の
素
晴

ら
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。障

が
い
が
あ
り
な
が
ら
も
が
ん
ば
っ
て

い
る
姿
、す
て
き
で
す
。

 

大
曲　
50
代
女
性

多
少
の
障
が
い
が
あ
っ
て
も
自

分
の
感
性
を
表
現
し
て
い
る

小
野
崎
さ
ん
を
う
ら
や
ま
し
く
思
い

ま
す
。私
も
持
病
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
を
言
い
訳
に
せ
ず
、
や
れ
る
こ
と

は
や
っ
て
い
こ
う
と
思
わ
せ
て
く
れ

た
記
事
で
し
た
。

 

大
曲　
30
代
男
性

大
曲
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
全
国

大
会
３
連
覇
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。３
年
連
続
日
本
一
、
と
て

も
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。目
標
に
向

か
っ
て
努
力
を
積
み
重
ね
た
結
果
の

優
勝
で
す
ね
。感
動
し
ま
し
た
。

 

大
曲　
50
代
女
性

市
民
に
よ
る
市
政
評
価
の
調
査

結
果
の
中
で「
相
対
的
に
み
て

重
要
度
が
高
く
満
足
度
が
低
い
」
と

さ
れ
る
項
目
は
、
経
済
状
況
や
少
子

化
な
ど
構
造
的
な
問
題
で
あ
り
、
簡

単
に
解
決
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

長
い
ス
パ
ン
で
、着
実
・
確
実
に
解
決

し
て
い
く
た
め
の
処
方
箋
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　

重
要
度
と
満
足
度
の
年
代
別
の
調

査
結
果
に
も
関
心
が
あ
り
ま
す
。年

代
に
よ
り
真
逆
の
結
果
が
出
る
も
の

も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
曲　
50
代
女
性

小
野
崎
晶
さ
ん
の
素
顔
は
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、小
野
崎
さ

ん
の
作
品
を
目
に
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。明
る
く
楽
し
そ
う
な
表
情
で

描
か
れ
て
い
る
動
物
た
ち
の
絵
に
驚

い
た
の
が
最
初
で
し
た
。感
想
を
書
い

て
送
っ
た
と
こ
ろ
、か
わ
い
い
絵
は
が

き
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
絵
は
が

き
は
今
で
も
部
屋
に
飾
っ
て
い
ま
す
。

　

彼
女
の
前
向
き
な
生
き
方
に
感
動

し
て
い
ま
す
。
心
が
救
わ
れ
る
よ
う

な
絵
で
す
ね
。
素
晴
ら
し
い
才
能
だ

と
思
い
ま
す
。

　

 

神
岡　
60
代
男
性

宮
城
県
か
ら
引
っ
越
し
て
き
て

初
め
て
の
冬
で
す
。ま
さ
か
こ

ん
な
に
降
る
と
は
思
わ
ず
、
昨
年
末

か
ら
の
大
雪
に
驚
い
て
い
ま
す
。ま

だ
ま
だ
雪
と
戦
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

と
心
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。

大
曲　
70
代
女
性

【訂正とおわび】
だいせん日和２月号のお便り広場で「念頭のあいさつ」
「念頭の抱負」と表記した箇所がありましたが、正しくは
「年頭」です。訂正しておわびします。



　▼BCG▼三種混合▼不活化ポリオ▼四種混合▼日
本脳炎▼麻しん風しん̶の各種定期予防接種や▼子
宮頸がん予防ワクチン▼ヒブワクチン▼小児肺炎球
菌―の各種任意予防接種の中で接種を忘れているも
のはありませんか。
　３月１日から７日までは「こども予防接種週間」で
す。４月の入園や入学などに備えて、この機会に接種漏
れがないか確認し、必要な予防接種を済ませましょう。
　いずれかの予防接種が必要な場合は、接種回数など
を通知や母子手帳で確認し、市内の実施協力医療機関
に予約して、体調のよい時に接種してください。接種の
際は、母子手帳と予診票を忘れずに持参してください。
　予防接種の種類によっては、医療機関で実施してい
ない場合がありますので、事前に医療機関へのご確認
をお願いします。
※接種間隔などについては、医療機関でご相談ください。
　

【４種混合・不活化ポリオ・各種任意予防接種について】
　これらの予防接種の予診票は、市内の実施医療機関
に用意しています。また、対象年齢以外の方は有料と
なりますのでご注意ください。

３月１日から７日まで「こども予防接種週間」
接種漏れがないかご確認ください

母
性
健
康
管
理
指
導
事
項
連
絡
カ
ー
ド
を
ご
存
じ
で
す
か

 

妊
娠
中
・
出
産
後
の
働
く
女
性
の
方
へ

　
現
在
、妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
の
方
で
、

「
調
子
が
悪
く
て
も
職
場
を
休
み
に
く
い
」

「
職
場
で
事
業
主
に
言
い
出
し
に
く
い
」な

ど
の
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
そ
ん
な
と
き
は「
母
子
健
康
管
理
指
導
事

項
連
絡
カ
ー
ド
」を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。こ
の

カ
ー
ド
は
、妊
娠
中
・
出
産
後
の
方
の
健
康
を
守
る

た
め
、
健
診
結
果
な
ど
に
基
づ
く
主
治
医
か
ら
の
指

導
事
項
を
事
業
主
へ
伝
え
る
大
切
な
ツ
ー
ル
で
す
。

　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
で
は
、カ
ー
ド
の
提
出
を

受
け
た
事
業
主
は
、
カ
ー
ド
の
記
載
内
容
に
従
っ
て

必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、事
業
主
が
主
治
医
か
ら
の
指

導
事
項
を
正
確
に
知
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
カ
ー
ド
の
使
い
方
／

①
妊
娠
中
や
出
産
後
の
健
診
な
ど
で
「
負
担
の
大

き
い
作
業
の
軽
減
」
や
「
勤
務
時
間
の
短
縮
」、

「
自
宅
療
養
や
入
院
」
な
ど
が
必
要
と
認
め
ら
れ

た
場
合
、
主
治
医
に
カ
ー
ド
へ
の
指
導
内
容
の

記
入
を
依
頼
し
、発
行
し
て
も
ら
い
ま
す
。

②
事
業
主
に
カ
ー
ド
を
提
出
し
て
、
主
治
医
か
ら

の
指
導
事
項
に
沿
っ
た
措
置
を
申
し
出
ま
す
。

③
事
業
主
は
カ
ー
ド
の
記
入
事
項
に
従
っ
て
必

要
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。

◆
カ
ー
ド
の
入
手
方
法
／

 

母
子
健
康
手
帳
に
あ
る
様
式
を
拡
大
コ
ピ
ー
し

て
使
用
で
き
る
ほ
か
、厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

（２）カードの発行（３）カードを提出し、措置を申し出る

（４）必要な措置を講じる （１）受診

妊娠中・出産後の
働く女性 医師など事業主

○外出後の手洗いを徹底
　感染予防の基本です。忘れずに手洗いしましょう。

○適度な湿度を保つ
　空気が乾燥すると、のどの粘膜の働きが弱まります。
特に乾燥しやすい室内では、加湿器を使うなど適度な
湿度（50～60％）を保ちましょう。

○十分な休養とバランスのとれた栄養摂取
　体の抵抗力を高めるため、十分な休養とバランスのと
れた栄養摂取を心掛けましょう。

○人ごみへの外出の際はマスクの着用を
　人ごみへの外出を控えましょう。やむを得ず外出す
る時は、マスクを着用しましょう。

日常生活でできる予防を心掛けましょう
市内にインフルエンザ流行警報
　２月10日時点で、大仙保健所管内にインフルエンザ
流行警報が出されています。今後も流行が続くと予想
されるため、今一度、予防のポイントを確認し、日常生活
でできる予防を心掛けましょう。
　また、急な発熱やせき、のどの痛みなど、インフルエ
ンザにかかったと思った時は、早めに医療機関を受診
しましょう。

健
康
の
達
人
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大
曲
仙
北
医
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会
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ー
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ペ
ー
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ソ
コ
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w
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携
帯
電
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か
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w
w
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大
曲
仙
北
医
師
会
か
ら
の
便
り

大 曲 仙 北 医 師 会

 

中央（大曲保健センター内／大曲地域）    ☎ 0187-62-1015
健康増進センター      ☎ 0187-62-9301

西部（西仙北庁舎内／神岡・西仙北・協和・南外地域）   ☎ 0187-75-0476
東部（中仙庁舎内／中仙・仙北・太田地域）   ☎ 0187-56-7211

問い合わせは各健康増進センターへ

健康通信

健康は日々のチェックから
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Talk about 
     “hot spring,bathing,and  exercise” 

今
、
大
変
な
温
泉
ブ
ー
ム
で
す
。掘

削
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
日

本
中
い
た
る
と
こ
ろ
で
温
泉
が
掘
ら
れ

て
い
ま
す
。日
本
で
一
番
深
い
温
泉
は
、

青
森
県
六
ヶ
所
村
に
あ
る
温
泉
で
、
深

度
２
７
１
４
メ
ー
ト
ル
で
す
。温
泉
を

利
用
し
た
治
療
も
研
究
さ
れ
、
行
わ
れ

て
い
ま
す
。乾か

ん

癬せ
ん

は
昔
か
ら
最
適
応
症

で
、硫
黄
泉
・
酸
性
泉
・
み
ょ
う
ば
ん
泉

な
ど
が
有
効
で
、
日
本
の
三
大
温
泉
の

ひ
と
つ
、
草
津
温
泉
は
乾
癬
の
治
療
で

有
名
で
す
。玉
川
温
泉
も
酸
性
み
ょ
う

ば
ん
泉
で
、皮
膚
病
に
有
効
で
す
。ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
に
有
効
と
の
報
告
も
あ

り
ま
す
。温
泉
を
利
用
し
た
プ
ー
ル
で
、

歩
行
や
運
動
を
す
る
と
、温
熱
・
浮
力
作

用
の
た
め
に
痛
み
が
軽
減
し
、
関
節
疾

患
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

入
浴
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
欠
か

せ
な
い
生
活
習
慣
の
ひ
と
つ
で

す
が
、高
齢
社
会
の
日
本
に
と
っ
て
は
、

実
は
入
浴
中
の
死
亡
や
救
急
搬
送
が
多

く
、問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。東
京
都
で

は
入
浴
中
の
死
亡
は
千
件
を
超
え
、
秋

田
県
で
も
こ
こ
数
年
、
毎
年
１
５
０
人

以
上
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。残
念
な
が

ら
交
通
事
故
死
（
60
人
前
後
）
よ
り
も
多

い
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。寒
い
時
期

（
12
月
・
１
月
）に
多
く
、
70
歳
以
上
の
高

齢
者
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。原
因
は
寒
い

時
期
に
入
浴
す
る
こ
と
に
よ
る
血
圧
の

変
動
の
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
（
上

図
参
照
）。防
止
法
と
し
て
は
、多
く
の
日

本
人
の
浴
温
度
は
42
〜
43
度
の
高
温
で

す
が
、
高
齢
者
の
場
合
39
〜
40
度
が
望

ま
し
く
、
脱
衣
場
も
寒
く
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

運
動
は
健
康
に
い
い
の
で
す
が
、
ケ

ガ
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
大

事
で
す
。私
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
歴
は
45
年
以

上
に
な
り
ま
す
が
、
10
キ
ロ
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
１
週
間
ほ
ど
続
け
る
と
必
ず
と
い

っ
て
い
い
ほ
ど
、膝
の
痛
み
の
た
め
、休
ま

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。あ
る
と
き
、

25
歳
ご
ろ
と
思
い
ま
す
が
、走
る
場
合
は

靴
と
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
が
大
切
で
、
靴
に

は
お
金
を
か
け
る
べ
き
だ
と
い
う
記
事

を
読
み
ま
し
た
。そ
こ
で
、そ
れ
ま
で
２
千

円
ほ
ど
の
ゴ
ム
底
の
シ
ュ
ー
ズ
だ
っ
た
の

を
、
１
万
円
近
い
底
の
厚
い
ラ
ン
ニ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ
に
変
え
ま
し
た
。す
る
と
膝
の

痛
み
か
ら
は
全
く
解
放
さ
れ
ま
し
た
。

（
付
記
：
私
が
最
近
繰
り
返
し
読
ん
で
い
る
本

の
一
つ
は
、運
動
し
な
い
で
50
キ
ロ
減
量
し
た

著
者
が
書
い
た「
い
つ
ま
で
も
デ
ブ
と
思
う
な

よ
」（
新
潮
新
書
）で
す
。）

藤本医院　

藤本 博道　院長
刈和野北丿沢107-2
☎ 0187-75-2221

大 曲 仙 北 医 師 会

～安全な入浴と運動で健康に～

温泉・入浴・運動のすすめと注意



♥♥♥♥いきいき広場

中央（大曲庁舎／大曲・四ツ屋・花館地区）
 ☎ 0187-63-1111内線 169
東部（中仙庁舎／中仙・仙北・太田）
 ☎ 0187-56-7125

西部（西仙北庁舎／神岡・西仙北・南外）
 ☎ 0187-87-3970
協和（社会福祉協議会協和支所／協和）
 ☎ 018-892-3838

南部（社会福祉協議会本所／
大曲・内小友・西根・藤木・角間川地区）
 ☎ 0187-88-8030

次回の「たんぽぽの会」は３月12日（火）午前10時～ 11時 30分、大曲交流センターで開催。
参加希望の方は各地域包括支援センターにご連絡ください。

介護保険事務所
 からのお知らせ

住み慣れた地域での安心生活を支援
介護保険の地域密着型サービスを紹介

　地域密着型サービスは、介護保険のサービス
を利用することになった場合でも、住み慣れた
地域での生活を続けられるように創設されたサ
ービスです。そのため市内の事業所は、原則、市
民の方しか利用できません。
　平成25年２月１日現在、市内に整備されている
サービスは右の一覧のとおりです。各事業所の名
称や所在地については、介護保険事務所ホームペ
ージ（http://www.oskaigonet.or.jp/）をご覧いた
だくか、または各問い合わせ先でご確認ください。
※今後、小規模多機能型居宅介護と訪問看護などを組み
合わせた「複合型サービス」や、24時間いつでも訪問
による介護や看護を受けられる「定期巡回・随時対応型
訪問介護看護」の開設が予定されています。

【問い合わせ】
 介護保険事務所事業監査班
 ☎0187-86-3913
 各地域包括支援センター
 各支所市民サービス課

①認知症対応型共同生活介護（グループホーム）
　認知症の症状がある方を対象に、事業所で共同生活しながら、
食事・入浴、機能訓練などのサービスを受けられます。市内には、
22事業所（定員294人）が整備されています。

②地域密着型特定施設入居者生活介護
　定員が30人未満の小規模な介護専用の有料老人ホームで生活
しながら、食事・入浴、機能訓練などのサービスを受けられます。
市内には、４事業所（定員58人）が整備されています。

③小規模多機能型居宅介護
　自宅からの通いを中心に、自宅への訪問や事業所への泊まりを組
み合わせたサービスを受けられます（長期間にわたり毎日泊まることは
できません）。市内には、７事業所（登録定員175人）が整備されています。

④認知症対応型通所介護
　認知症の症状がある方を対象に、日帰りで食事や入浴、機能訓
練などのサービスを受けられます。市内には５事業所（定員47人）
が整備されています。

シリーズ「花子さん・さくらさん親子の安心生活」
地域包括支援センターを利用する高齢の母と子の物語

シ
リ
ー
ズ
３ 

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」を
紹
介

「
慣
れ
な
い
介
護
生
活
に
疲
れ
た
さ
く
ら
さ
ん
、

た
ん
ぽ
ぽ
の
会
に
参
加
す
る
」

　

認
知
症
の
症
状
が
進
ん
だ
花
子
さ

ん
と
同
居
生
活
を
始
め
た
さ
く
ら
さ

ん
で
し
た
が
、
慣
れ
な
い
介
護
生
活

が
続
き
、ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。昨
日
も
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

日
で
は
な
い
の
に
出
掛
け
る
準
備
を

し
た
り
、
昼
食
を
食
べ
た
後
に「
昼
ご

は
ん
、ま
だ
な
の
」と
言
っ
た
り
、自
分

で
し
ま
い
こ
ん
だ
財
布
の
場
所
を
忘

れ
て
、さ
く
ら
さ
ん
を
疑
っ
た
り
と
、

そ
ん
な
花
子
さ
ん
の
様
子
に
苛
立
ち

な
が
ら
、
そ
の
感
情
を
抑
え
ら
れ
な

い
自
分
も
嫌
に
な
り
、
や
り
き
れ
な

い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
と
き
、
さ
く
ら
さ
ん
は
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
、認
知
症
の
方
を

介
護
し
て
い
る
家
族
が
集
ま
る「
た
ん

ぽ
ぽ
の
会
」
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。早

速
参
加
し
た「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」で
は
、

自
分
と
似
た
経
験
を
し
て
き
た
人
の

話
を
聞
い
た
り
、心
の
中
を
打
ち
明
け

た
り
し
な
が
ら
、「
み
ん
な
悩
ん
で
い

る
ん
だ
」「
同
じ
よ
う
な
悩
み
が
あ
る

の
は
自
分
一
人
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
」

と
少
し
気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
カ
月
後
、
さ
く
ら
さ
ん
が
今
の

生
活
を
受
け
入
れ
、
花
子
さ
ん
へ
の

接
し
方
も
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
認
知

症
の
症
状
も
だ
い
ぶ
落
ち
着
い
て
き

ま
し
た
。「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」に
参
加

し
た
こ
と
が
花
子
さ
ん
、
さ
く
ら
さ

ん
親
子
が
互
い
を
思
い
や
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
二
人
は
今
日
も
一
緒
に
散
歩
に
出
掛

け
て
い
ま
す
。春
の
穏
や
か
な
日
差
し

が
二
人
を
包
ん
で
い
ま
し
た
。（
終
わ
り
）

大仙花子さん（85歳）
さくらさんと同居生活を始めた花
子さん。最近は、認知症の症状も
さらに進んでしまいました。

大仙さくらさん（60歳）
花子さんの様子にやりきれない気持ち
になっていたさくらさん。「たんぽぽ
の会」に参加してみることにしました。
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図書館情報BOOKsBOOKs

各図書館問い合わせ

大曲図書館　☎0187-62-1012 南外図書館　☎0187-74-2130
神岡図書館　☎0187-72-2501 仙北図書館　☎0187-69-3334
西仙北図書館☎0187-75-0099 太田図書館　☎0187-88-1119
協和図書館　☎018-892-3830 中仙図書館　☎0187-56-7200
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※慶祝＝市長等が出席する行事の会費やお祝いなど
※協賛＝各種事業協賛金や各種大会市長賞および副賞など
※弔慰＝行政委員会の委員等、市政に深く関わりのある方や
　　　　旧市町村の功労（績）者に対する香典など

市長交際費 （１月１日～31日）
摘 要 件 数 金   額
慶 祝 37 276,160 円
協 賛 1 50,000 円
弔 慰 4 40,000 円
合 計 42 366,160 円

3月の市長日程
　※日程は変更になる場合があります。

 ４日・月 定例記者会見
 ５日・火 平成 25 年第１回市議会定例会
  （第２日目）

 ６日・水 市議会定例会（第３日目）
 ７日・木 市議会定例会（第４日目）
 12 日・火 花館のサケまつり
 13 日・水 花館財産区議会定例会
 14 日・木 広域消防功労者表彰式
 15 日・金 市議会定例会（第５日目）
 19 日・火 臨時記者会見
 21 日・木 合同入社式
  雄物川流域林業活性化協議会
 22 日・金 交通指導隊、防犯指導隊辞令交

付式
  仙北組合総合病院運営委員会
 23 日・土 新作花火コレクション 2013
 26 日・火 大曲仙北広域市町村圏組合議会

臨時会

太田図書館のおすすめ

いじめ  心の中がのぞけたら 

本山理咲／著（朝日学生新聞社）

（太田図書館所蔵あり）

■各図書館イベント／
【おはなし会】
仙北 ３月９日（土）午前10時 30分～
協和 ３月 16日（土）午前10時～
神岡 ３月16日（土）午前11時～
西仙北 ３月23日（土）午前10時～ 11時

【どんぐり文庫　おはなし会】
太田（敬愛館）　３月16日（土）午前９時30分～ 11時
■大曲図書館企画展／みんなで一緒にさんかく展
期間／３月２日（土）から29日（金）まで
時間／午前９時～午後７時
■各図書館休館日／【３月】▼１日＝大曲、神岡、南外、太田▼４日＝中仙、仙
北▼６日＝西仙北▼25日＝協和
【４月】▼１日＝大曲、神岡、中仙、南外、仙北、太田▼３日＝西仙北▼22日＝協和

お知らせ
「大仙市立図書館の管理及び運営に関する規則」の一部改正により、４月
から送料のかかる相互賃借については、年間 13 冊目から実費負担をいた
だくことになりました。ご理解とご協力をお願いします。
詳しくは、最寄りの図書館に問い合わせください。

「川を渡るぼんでん」の会場で
あいさつをする栗林市長

　「朝日中学生ウイークリ」の投稿をもとに
した漫画で、いじめの実体がリアルに伝わ
ってきます。いじめられる子、いじめる子、
いじめを見ているしかできない子など、いじめに関わる人たちの本音
や微妙な心の葛藤が、分かりやすく描かれています。　
　苦しい思いや悲しい体験だけでなく、こうしたら…などの明日へのヒ
ントも詰まっているので、たくさんの方に読んでいただきたい一冊です。

3
月
着
書
図
新 ここで紹介する以外にもたくさんの本が入っています。

希望する本がなかった場合は、図書館職員へ声を掛けてください。

市内の各図書館のほか、県立図書館からも取り寄せます。

小
説
・
一
般
向
け
図
書

幼
児
・
児
童
向
け
図
書

○
お
ひ
な
さ
ま
の
い
え
／
ね
ぎ
し
れ
い
こ

○
ね
こ
の
た
か
ら
さ
が
し
／
さ
え
ぐ
さ
ひ
ろ
こ

○
ど
ど
の
ろ
う
／
穂
高
順
也

○
あ
い
う
え
お
の
せ
き
が
え
／
宮
下
す
ず
か

○
お
れ
は
ワ
ニ
だ
ぜ
／
渡
辺
有
一

○
そ
れ
を
愛
と
ま
ち
が
え
る
か
ら
／
井
上
荒
野

○
た
っ
た
ひ
と
り
／
乾
ル
カ

○
冬
の
旅
／
辻
原
登

○
リ
カ
ー
シ
ブ
ル
／
米
澤
穂
信

○
い
ち
ば
ん
長
い
夜
に
／
乃
南
ア
サ

○
輝
天
炎
上
／
海
堂
尊

○
キ
ミ
ト
ピ
ア
／
舞
城
王
太
郎

○
ち
ょ
う
ち
ん
そ
で
／
江
國
香
織

○
月
の
魔
法
／
川
上
健
一

○
冬
芽
の
人
／
大
沢
在
昌

○
望
郷
／
湊
か
な
え

○
奥
の
奥
の
森
の
奥
に
、
い
る
。
／
山
田
悠
介

○
穢
れ
た
手
／
堂
場
瞬
一

○
こ
ち
ら
弁
天
通
り
ラ
ッ
キ
ー
ロ
ー
ド
商
店
街
／

五
十
嵐
貴
久

○
お
も
か
げ
橋
／
葉
室
麟
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清潔でさわやかな生活は下水道から

昭
和
57
年
度
か
ら
進
め
て
き
た
大
曲
地
域
の
公
共
下
水
道
事
業
。

一
定
の
区
域（
認
可
区
域
）を
５
年
か
ら
７
年
の
期
間
で
順
次
整
備
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
以
降
は
大
曲
第
７
負
担
区
の
整
備
を
予
定
。

対
象
区
域
の
土
地
を
所
有
し
て
い
る
方
を
対
象
に
説
明
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

日
程
表
を
確
認
の
上
、
参
加
く
だ
さ
い
。（
別
途
通
知
を
送
付
し
ま
す
）

︻
問
い
合
わ
せ
︼
下
水
道
課 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１ 

内
線
２
８
２・２
９
２

平
成
25
年
度
か
ら
30
年
度
ま
で

大
曲
駅
東
地
区
・
飯
田
地
区
の

整
備
に
取
り
か
か
り
ま
す

【日頃の備えを再確認！】
（１）家庭内の防災意識の高揚
○ 安全な避難場所や避難経路を確
認しておきましょう。
○ 災害用伝言板サービスの活用な
ど家族間の連絡手段を確認しま
しょう。

（２）環境整理
○ 家具の転倒や落下防止、避難経路
の確保など、家屋内・自宅周辺の
点検をしましょう。

（３）非常持ち出し品の準備
○ 懐中電灯、携帯ラジオ、水筒、救急
用具、貴重品、非常食品などを確
認し、すぐに持ち出せるように準
備しておきましょう。

【問い合わせ】
 大仙警察署 ☎0187-63-3355

東日本大震災から２年—   
災害への警戒意識を高めましょう

ペアーレ大仙料理教室特別講座
白神こだま酵母でつくるパン教室

◆日時／３月22日(金)
午前10時30分～午後１時30分

◆受講料／1,200円
(別途材料費1,000～1,500円)

◆定員／12人
◆申し込み方法／受講料を添え、

ペアーレ大仙窓口で直接申し込み

◆申込期限／３月19日(火)
◆講師／明石真理子さん、佐々木

美穂子さん(白神こだま酵母パン教室

講師)

【問い合わせ】

 ペアーレ大仙 ☎0187-63-8600

初心者の方を歓迎します
太極拳教室・受講者募集　　

◆期日／４月２日（火）からの毎週

火曜日

◆時間／午前９時30分～11時30分
◆会場／大曲武道館

◆受講料／月1,500円
◆申込期限／４月２日（火）　

※ 申込期限後も随時受け付けします。

◆主催／大曲武術太極拳協会　

【問い合わせ・申し込み】　

 大仙市勤労青少年ホーム

 ☎0187-62-1312
３月７日から
津波警報が変わります

　津波警報は、津波による災害の

発生が予想されるときに発表され

る重要な情報です。

　気象庁では、東日本大震災の津

波被害を踏まえ、これまでの内容

を改善した新しい形式の津波警報

の発表を平成25年３月７日正午か
ら開始します。

　詳しくは、ホームページをご覧

ください。

【問い合わせ】

 秋田地方気象台防災業務課

 ☎018-864-3955 
	 http://www.jma-net.go.jp/akita/

協和生活支援ハウス
生活援助員（臨時職員）募集

◆応募資格・募集人数／高齢者介護

に理解が有り、通勤可能な方・１人

◆選考方法／面接

◆職種／生活援助員（デイサービス

事業補助員兼務）

◆賃金／日給5,700円（通勤手当なし）
◆雇用期間／平成25年４月１日か
ら平成25年９月30日まで
◆休日／毎週土・日、祝祭日、年末

年始（12月29日～１月３日）

◆保険等／雇用保険、労働災害保険

◆申し込み方法／写真を貼った履

歴書に所有する資格証（運転免許・介護

資格等）の写しを添付し申込先に提出

◆申込期限／３月８日（金）午後５時

◆面接日／３月12日（火）午後２時～
【問い合わせ・申し込み】   

 協和生活支援ハウス

 ☎018-881-6121 ℻018-881-6036
 〒019-2413 協和上淀川中嶋33

協和児童館
管理人（臨時職員）募集

◆応募資格・募集人数／心身とも

に健康な方で、子育て支援と児童

の健全育成に理解と関心がある

方・１人

◆選考方法／面接

※ 日時等の詳細は、申し込みされた方へ

後日通知します。

◆賃金／時給790円（通勤手当なし）
◆勤務時間／午後１時～午後５時

◆休日／月曜日、年末年始（12月29日
～１月３日）

◆申し込み方法／写真を貼った履

歴書１通を協和支所市民サービス

課へ提出（郵送可）

◆申込期限／３月11日（月）※必着
◆採用予定日／４月１日（月）

【問い合わせ・申し込み】

 協和支所市民サービス課

　☎018-892-3691
　〒019-2411 協和境野田４

布ひもを使った美しい装飾品
春を呼ぶ「飾り花結び」作品展示

◆期間／３月12日（火）から28日
（木）まで（18日・25日は休館日）

◆時間／午前９時～午後５時

◆会場／中仙市民会館（ドンパル）

【問い合わせ】

 中仙市民会館（ドンパル）

 ☎0187-56-7200
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事
業
説
明
会
は
３
月
18
日
か
ら

　

下
水
道
工
事
に
対
す
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
、市
で
は
、

３
月
18
日
か
ら
26
日
ま
で
の
期
間
、

事
業
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　

下
水
道
整
備
区
域
内
に
土
地
を
所

有
し
て
い
る
方
に
は
、
別
途
通
知
を

送
付
し
ま
す
。下
記
日
程
表
と
通
知

の
内
容
を
確
認
い
た
だ
き
、
参
加
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

対
象
区
域
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
下
水
道
整
備
区
域
／

 

大
曲
第
７
負
担
区
域

 

幸
町
の
全
域
、
富
士
見
町
・
福
田

町
・
大
花
町
・
大
曲
通
町
・
花
館
字

田
の
尻
・
花
館
字
安
本
・
飯
田
字
家

の
前
・
小
貫
高
畑
字
曽
四
川
・
川
目

字
町
北
の
各
一
部

◆
日
時・会
場
／
下
表
の
と
お
り

◆
内
容
／

 

下
水
道
事
業
の
概
要
、
受
益
者
負

担
金
、使
用
料
、水
洗
化
工
事
な
ど

受
益
者
負
担
金
制
度
に
つ
い
て

○
負
担
を
公
平
化
す
る「
受
益
者
負
担
金
制
度
」

　
下
水
道
を
計
画
的
に
、
か
つ
、
で
き
る
だ
け

早
く
整
備
す
る
た
め
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
方
に
事
業

費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　
下
水
道
事
業
費
は
、
主
に
国
か
ら
の
補
助

金
や
市
の
お
金
な
ど
で
賄
わ
れ
ま
す
が
、
整

備
に
よ
り
利
益
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
整
備

さ
れ
た
地
域
の
方
に
限
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
公

共
下
水
道
が
設
置
さ
れ
る
と
、
そ
の
地
域
は
他

の
地
域
と
比
べ
て
公
衆
衛
生
の
向
上
な
ど
、
多

く
の
利
益
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
負
担
の
公
平
の
た
め
、
利
益
を
受

け
る
方
々
に
も
事
業
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い

た
だ
く
の
が
、
こ
の「
受
益
者
負
担
金
制
度
」

で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
こ
れ
は
「
大
曲
市
都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
に
関
す
る
条
例
」で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
受
益
者
の
方
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
額

所
有
す
る
土
地
の
面
積
１
平
方
㍍
あ
た
り
、

４
３
０
円（
予
定
）を
乗
じ
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

【
例
】
３
３
０
・
57
平
方
㍍（
１
０
０
坪
）の
土
地

を
所
有
し
て
い
る
場
合

	

４
３
０
円
×
３
３
０
・
57
平
方
㍍

＝
14
万
２
１
４
５
円

期日 時間 会場 対象地区

３月18日（月）
午後６時30分

～８時

サンクエスト大曲 飯田字家の前、小貫高畑字曽四川、
川目字町北

３月21日（木） はぴねす大仙 福田町、富士見町、大曲通町

３月22日（金） まるこのひろば
（大花都市再生住宅１階） 大花町

３月24日（日） 午前10時～11時 30分 大曲交流センター 全地区

３月26日（火） 午後６時30分～８時 はぴねす大仙 幸町、花館字安本、花館字田の尻

下水道事業説明会日程　※下記日程で都合のつかない方は、下水道課にお越しください。

大曲駅東地区
幸町の全域、富士見町・福田町・大花町・大曲
通町・花館字田の尻・花館字安本の各一部

飯田地区
飯田字家の前・小貫高畑字曽四川・川
目字町北の各一部

下水道が整備される区域
（大曲第７負担区域）

下水道事業

下水道マスコット
キャラクター
「スイスイ」
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3月1日 金 ～17日 日
大仙市の行事予定

外 … 休日外科当番医
午前10時～午後４時

歯 … 休日歯科当番医
午前９時～正午

児 … 小児救急診療
午前９時～午後３時

休日救急医療（仙北組合総合病院内） ※日曜日・祝日・年末年始
☎0187-63-2111　■内科・小児科　■午前９時～午後３時

地域 日時 開催場所 事業名 申込期限

大曲

７日（木）
10:00～ サンクエスト みんなであそぼう ５日

（火）
14日（木）
10:00～

大曲
交流センター

おかあさんと
あそぼう

12日
（火）

21日（木）
10:00～ サンクエスト みんなであそぼう 19日

（火）

神岡 ５日（火）
9:30～

すくすく
だけっこ園 みんなであそぼう ４日

（月）

南外 ８日（金）
9:30～

つきの木
こども園

「またね」
歌とお話しの会

７日
（木）

仙北

６日（水）
9:30～ 仙北南

保育園

いっしょに
あ・そ・ぼ！

４日
（月）

13日（水）
9:30～ お別れお楽しみ会 ８日

（金）

太田 13日（水）
10:00～

おおた
保育園 みんなで遊ぼう なし

【問い合わせ・申し込み】 各地域子育て支援センター
大曲 ☎0187-62-5733 協和 ☎018-892-3426
神岡 ☎0187-72-2244 南外 ☎0187-73-1088
西仙北 ☎0187-87-7130 仙北 ☎0187-63-1143
中仙 ☎0187-56-4139 太田 ☎0187-86-9110

　未就園の子どもを対象にしたイベントをお知らせします。

INFO.EV   NTSE
月の子育てイベント情報3

◆日時／３月９日（土）午前10時30分～11時
◆会場／うさちゃんひろば（中仙市民会館ドンパル内）
【問い合わせ】  うさちゃんひろば  ☎0187-56-7200

うさちゃんひろば  イベント案内
「親子のふれあいあそび」

【問い合わせ】 まるこのひろば
子育て＝☎ 0187-63-2344 　高齢者＝☎ 0187-63-2544

○体操教室…毎週月曜日（祝日を除く）午前10時～ 、午後１時30分～
○「みんなで歌おう！」の集い…毎月第３土曜日午後１時30分～

日時 子育て支援拠点施設 高齢者生活相談所
１日（金）
10:30～

「ひなまつり」
（みんなで楽しく）

【随時】高齢者と子育て
親子の生活相談

1日（金）
13:30～ 健康講座「認知症タッチパネル検査体験」

19日（火）
10:30～

「いっしょに遊ぼう」
（親子で交流を） 【随時】高齢者と子育て

親子の生活相談25日（月）
10:30～

「お誕生会」
（３月生まれの子）

まるこのひろば  3月のイベント案内 
　大花都市再生住宅１階の子育て支援拠点施設と高齢
者生活相談所で各種イベントを行います。

子育ての悩みをご相談ください
まるこ電話相談
0187-63-4166
午前 10 時～午後４時（水曜休み）

8 金

水6
平成25年第１回大仙市議会定例会（第３日目）
■午前10時～■議場（大曲庁舎）
消費生活相談室「移動相談」
■午後１時～４時■仙北庁舎 ▶ P.12

月4

3／1 金

7 木 平成25年第１回大仙市議会定例会（第４日目）
■午前10時～■議場（大曲庁舎）

消費生活相談室「移動相談」
■午後１時～４時■協和庁舎 ▶ P.1213 水

12 火

平成25年第１回大仙市議会定例会（第５日目）
■午前10時～■議場（大曲庁舎）金15

16 土

左手のピアノアーカイブトークコンサート 
■午後１時30分開演（午後１時開場）■中仙市民会館（ドンパル）
■入場無料（要整理券）
西仙北地域行政相談■午前10時～正午

■西仙北高齢者ふれあいセンター

17 日
外 仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  たかはし歯科医院（美郷町）☎ 0187-82-1118
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

子育てママの就職相談 ※要申し込み 
■午後１時～４時■女性センター木14

10 日
外 仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2131
歯  にしき歯科クリニック（仙北市）☎ 0187-47-3855
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

月11

5 火
平成25年第１回大仙市議会定例会（第２日目）
■午前10時～■議場（大曲庁舎）
ひだまりコーヒーサロン■午後１時～３時■大川西根公民館（100円）

土9
農業委員会委員選挙人名簿縦覧最終日
■午前８時30分～午後５時
■選挙管理委員会事務局（神岡庁舎内）
日本語指導者養成・レベルアップ講座介護編※申込者のみ
■午前10時～正午■大曲交流センター

日本語指導者養成・レベルアップ講座応用編（～３日）※申込者のみ
■午前 10時～正午、午後１時～３時■大曲交流センター2 土

3 日

大仙美郷クリーンセンター休日開場日
■午前８時30分～正午、午後１時～４時30分
■【家庭系ごみ】65円／10㎏ 【事業系ごみ】130円／10㎏
外 大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131
歯  さとうデンタルクリニック（仙北市）☎ 0187-55-4222
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

広告ページ
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人　口 88,689人     （－122）

　男 41,607人     （－  67）

　女 47,082人      （－  55）

世帯数 31,059世帯  （＋    6）

出　生   44 人
死　亡   147 人
転　入   80 人
転　出   99 人

1/31現在※（ ) 内は前月比

人口増減内訳

▼
長
男
が
４
月
か
ら
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

に
新
一
年
生
に
な
り
ま
す
。保
育
園
か
ら
卒
園
記
念
と

し
て
子
ど
も
た
ち
に
贈
る「
じ
ぶ
ん
で
つ
く
る
６
さ
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ま
で
の
ア
ル
バ
ム
」の
制
作
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
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歳
、１
歳
、２
歳
…
そ
れ
ぞ
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の
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ろ
の
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貼
り
、

生
ま
れ
た
日
の
こ
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て
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食
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だ
っ
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お
も
ち
ゃ
や
遊
び
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書
き
、誕
生
か
ら
６

歳
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を
振
り
返
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と
い
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も
の
。写
真
を
見
返
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た

び
思
い
出
が
よ
み
が
え
り
、我
が
子
の
成
長
に
胸
が
熱

く
な
り
ま
し
た
▼
長
男
の
夢
は
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
」。５
歳

に
な
っ
た
こ
ろ
か
ら
そ
の
夢
を
真
っ
す
ぐ
な
眼
差
し

で
、そ
し
て
キ
ラ
キ
ラ
と
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
話
し
て

く
れ
ま
す
。そ
の
瞳
の
奥
に
は
、き
っ
と
世
界
中
を
フ

ラ
イ
ト
し
て
い
る
自
分
を
思
い
描
い
て
い
る
ん
だ
と

思
い
ま
す
▼〝
い
つ
も
夢
を
持
ち
続
け
る
こ
と
〞。大
人

に
な
る
に
つ
れ
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
い
た「
大
切
な
気

持
ち
」を
６
歳
の
我
が
子
か
ら
気
付
か
さ
れ
、改
め
て

子
ど
も
の
成
長
を
感
じ
ま
し
た
▼
そ
ん
な
父
は
今
で

も「
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る
こ
と
」が
夢
で
す
！
（
け
）

【問い合わせ】
 NPO法人大曲花火倶楽部 ☎0187-62-6887

【ホームページアドレス】
	 http://www.geocities.co.jp/omagarihanabiclub/
※駐車場・交通規制の詳細は、大曲花火倶楽部ホームページでお確かめください。

大曲 I.C.

至横手市

至秋田市

大曲西道路
学校給食
総合センター

至市街地方面

大曲西中

山の手ホテル

農業科学館

大曲球場

秋田自動車道

大曲ファミリー
スキー場

当日の交通状況により
通行止めになる場合が
あります。

全国から選抜された新進気鋭の若手花火作家が
創造性に富んだ花火を打ち上げる新作花火コレクション
空気が澄み、花火がきれいに見えるこの季節
残雪のゲレンデに咲き誇る光の芸術をお楽しみください

会場／大曲ファミリースキー場日時／ 月 日（土）233 午後 時 分～206


